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浜
田
市
で
は
、
合
併
５
周
年
を
記
念
し
て
、
10
月
２
日
㈯
に
島
根
県
立
大
学
講
堂
に
お
い
て
、

「
浜
田
市
合
併
５
周
年
記
念
式
典
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
ご
多
忙
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
来
賓
の

皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
出
席
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
に
は
、
約
６
０
０
人
の
市
民
や

浜
田
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
皆
さ
ん
が
出
席
し
、

共
に
合
併
５
周
年
を
祝
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
浜
田
市
市
民
憲
章
の
唱
和
、
浜

田
市
民
歌
の
合
唱
に
よ
り
、
５
年
の
節
目
を

祝
う
と
と
も
に
、
浜
田
市
の
更
な
る
発
展
を

誓
い
合
い
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

　

浜
田
市
の
合
併
後
５
年
間
の
主
な
出
来
事

や
事
業
な
ど
を
ま
と
め
た
記
念
映
像
を
上
映

し
ま
し
た
。

市
民
憲
章
唱
和

　

市
民
憲
章
の
更
な
る
周
知
の
た
め
、
浜
田

市
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
で
作
製
さ
れ
た
市

民
憲
章
旗
を
披
露
し
、
そ
の
後
全
員
で
市
民

憲
章
を
唱
和
し
ま
し
た
。

式　

辞

　

本
日
こ
こ
に
、
浜
田
市
合
併
５
周
年
記
念

式
典
を
挙
行
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
ご
来

賓
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
多
数
の
市
民
の
皆

さ
ん
に
ご
臨
席
ご
参
加
を
賜
り
ま
し
て
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

浜
田
市
は
、
平
成
17
年
10
月
１
日
、
旧
浜

田
市
・
旧
金
城
町
・
旧
旭
町
・
旧
弥
栄
村
・

旧
三
隅
町
の
合
併
に
よ
り
、
新
浜
田
市
と

し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
記
念
す

べ
き
５
周
年
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
こ
と
は
、
国
・
島
根
県
を
は
じ
め
関

係
機
関
の
皆
さ
ん
の
格
別
の
ご
指
導
と
、
何

よ
り
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
賜
で
あ
る

と
、
心
か
ら
感
謝
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

合
併
に
至
る
経
緯
の
中
で
、
多
く
の
皆
さ

ん
か
ら
「
合
併
に
よ
り
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
寂
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
周
辺
地
域
の
声

が
行
政
に
届
か
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
」

と
い
っ
た
不
安
や
心
配
の
声
を
耳
に
し
ま
し

た
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
を
解
消
す
る
た
め
の

シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
当
市
独
自
の
「
浜
田
那

賀
方
式
自
治
区
制
度
」
を
導
入
い
た
し
ま
し

た
。「
川
上
で
あ
る
旧
那
賀
郡
に
、
多
く
の

住
民
が
い
き
い
き
と
生
活
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
上
流
か
ら
栄
養
分
豊
か
な
き
れ
い
な
水

が
、
下
流
の
日
本
海
へ
と
流
れ
込
む
。
こ
の

こ
と
に
よ
り
、
川
下
の
水
産
浜
田
が
再
生
さ

れ
る
。」
と
の
思
い
か
ら
、
こ
の
制
度
の
定

着
に
努
め
、「
地
域
の
個
性
を
活
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
」
と
「
安
心
し
て
、
健
や
か
に
、

楽
し
く
住
め
る
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
」
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
５
年
間
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
様
々

な
出
来
事
が
思
い
だ
さ
れ
ま
す
。
長
い
よ
う

で
、
本
当
に
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
去
っ
た

よ
う
な
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

合
併
し
、
新
た
な
市
民
憲
章
や
市
民
歌
、

市
の
花
「
つ
つ
じ
」、
市
の
木
「
さ
く
ら
」、

市
の
魚
「
の
ど
ぐ
ろ
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

既
に
、
市
民
生
活
の
中
に
浸
透
し
、
多
く
の

皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
い
る
も
の
と
喜
ん
で

お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
高
齢
者
憲
章
、
核
兵

器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言
、
ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣

言
、
人
権
尊
重
都
市
宣
言
、
市
民
防
災
の
日

な
ど
、新
た
な
憲
章
や
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

記念映像上映

出席者による市民憲章唱和

式辞を述べる宇津浜田市長

市民憲章旗の披露

浜
田
市
合
併
５
周
年
記
念
式
典
開
催

浜
田
市
合
併
５
周
年
記
念
式
典
開
催
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こ
う
い
っ
た
目
標
の
も
と
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
協
働
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
市

政
推
進
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
20
年
10
月
、
旭
町
に
島
根
あ
さ
ひ
社

会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
が
開
庁
い
た
し
ま
し

た
。
旧
旭
町
に
お
い
て
積
極
的
に
取
り
組
ま

れ
た
事
業
が
、
新
市
に
お
い
て
完
成
し
ま
し

た
こ
と
は
、
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま

し
た
。
セ
ン
タ
ー
の
開
庁
を
契
機
と
し
、
旭

自
治
区
は
も
と
よ
り
市
全
体
の
経
済
の
活
性

化
と
、
全
国
に
誇
れ
る
人
権
意
識
の
高
い
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

平
成
21
年
10
月
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
長
年

待
ち
望
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
、
浜
田
医
療
セ

ン
タ
ー
の
移
転
新
築
と
浜
田
駅
周
辺
地
区
整

備
事
業
が
完
成
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
浜
田

医
療
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
医
療

体
制
の
充
実
を
さ
ら
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
、
合
併
時
に
決
め
ら
れ
た
主

要
事
業
が
次
々
に
達
成
さ
れ
、
各
自
治
区
の

様
々
な
事
業
も
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

周
辺
地
域
が
さ
び
れ
る
こ
と
な
く
、
市
政
の

発
展
に
つ
な
が
っ
て
き
た
こ
と
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
や
各
関
係
機
関
の
皆
さ
ん
の
ご
尽
力

の
お
陰
で
あ
り
、
改
め
ま
し
て
深
甚
な
る
感

謝
の
意
を
表
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
、
島
根
県
立
大
学
女
子
学

生
が
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
悲
し
い
事
件
が
起

こ
り
ま
し
た
。
発
生
か
ら
１
年
と
な
り
ま
す

が
、
今
な
お
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
胸
を
痛
め

て
お
ら
れ
、
１
日
も
早
い
事
件
の
解
決
を
願

う
ば
か
り
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
市
議
会
並
び

に
各
関
係
団
体
、
そ
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
の

協
力
に
よ
り
、
様
々
な
安
全
対
策
に
努
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、「
浜
田
市
い

の
ち
と
安
全
安
心
の
日
」
を
制
定
し
、
改
め

て
、
尊
い
生
命
を
守
り
、
安
全
で
安
心
し
て

幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
誓

う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

合
併
前
は
、
あ
ま
り
訪
れ
る
機
会
の
な

か
っ
た
各
地
域
の
成
人
式
や
消
防
出
初
め

式
、
産
業
祭
な
ど
、
地
域
の
行
事
に
積
極
的

に
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
、
地
域
の
皆
さ
ん
が

長
年
育
ま
れ
て
き
た
伝
統
や
文
化
の
大
切
さ

を
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。住
民
の
皆
さ
ん
が
、

こ
う
し
た
触
れ
合
い
の
中
で
、
い
き
い
き
と

活
動
さ
れ
、
生
活
に
喜
び
を
感
じ
て
い
る
様

子
を
拝
見
す
る
た
び
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

が
輝
き
、
魅
力
あ
る
多
彩
な
顔
を
持
つ
新
市

に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

広
大
な
面
積
を
有
す
る
浜
田
市
の
発
展
に

は
、
中
山
間
地
域
の
活
性
化
が
不
可
欠
で
あ

り
ま
す
。
今
後
も
、
自
治
区
制
度
の
一
層
の

充
実
を
図
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
を
よ
り
愛
し
、
笑
顔
で
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
一
昨
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に

端
を
発
し
た
世
界
的
な
経
済
不
況
に
よ
り
、

地
方
で
は
、
未
だ
に
景
気
の
低
迷
が
続
い
て

お
り
ま
す
。
国
に
お
き
ま
し
て
は
、
政
権
交

代
に
伴
い
、
新
政
権
の
地
域
主
権
の
確
立
や

地
方
交
付
税
の
見
直
し
な
ど
地
方
に
配
慮
し

た
政
策
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
地
方

を
取
り
巻
く
状
況
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
本
市
に
お

き
ま
し
て
は
、
浜
田
港
の
重
点
港
湾
選
定
や

新
た
な
企
業
の
進
出
、
そ
し
て
、
高
速
道
路

浜
田
道
の
無
料
化
に
よ
る
交
流
人
口
の
増
加

な
ど
、
経
済
の
活
性
化
や
産
業
振
興
に
、
追

い
風
が
吹
い
て
い
る
も
の
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。
こ
う
し
た
好
機
を
確
実
に
と
ら
え
、
恵

ま
れ
た
地
域
資
源
を
有
効
に
活
用
し
、
浜
田

市
の
発
展
に
つ
な
が
る
よ
う
、
各
種
施
策
を

展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
度
、
市
政
運
営
の
柱
と
な
り
ま
す
浜

田
市
総
合
振
興
計
画
の
後
期
基
本
計
画
を
策

定
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
課
題

を
検
証
し
、
市
民
の
目
線
に
立
っ
た
、
市
民

の
た
め
の
市
政
と
、
明
る
く
笑
顔
で
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
た
計
画
を
策

定
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
計
画
の
も

と
、「
青
い
海
・
緑
の
大
地　

人
が
輝
き
文

化
の
か
お
る
ま
ち
」
の
実
現
を
目
指
し
、
浜

田
市
が
名
実
と
も
に
島
根
県
西
部
の
中
核
都

市
と
な
る
よ
う
、
英
知
を
結
集
し
、
市
政
運

営
に
全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

本
日
は
、
市
政
の
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ

き
ま
し
た
皆
さ
ん
に
対
し
、
心
か
ら
の
感
謝

を
込
め
て
表
彰
状
を
お
贈
り
い
た
し
ま
す
。

そ
し
て
、
式
典
に
引
き
続
き
、
東
京
の
昭
和

天
皇
記
念
館
で
館
長
を
務
め
て
お
ら
れ
ま
す

長
門
保
明
先
生
に
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま

す
。

　

む
す
び
に
、
本
日
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た

ご
来
賓
並
び
に
ご
参
加
の
皆
さ
ま
に
は
、
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ま
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申

し
上
げ
、
式
辞
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
22
年
10
月
２
日浜

田
市
長　
　
　
　
　

宇　

津　

徹　

男

新浜田医療センター・新浜田駅舎

地域交流プラザ「まんてん」
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来
賓
祝
辞

　

た
く
さ
ん
の
来
賓
の
皆
さ
ん
に
も
出
席
し

て
い
た
だ
き
、
代
表
し
て
島
根
県
西
部
県
民

セ
ン
タ
ー
楫
野
弘
和
所
長
よ
り
、
祝
辞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
あ
わ
せ
て
、
た
く
さ
ん
の
祝
電
・

祝
詞
も
い
た
だ
き
、
披
露
し
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
浜
田
市
表
彰

平
成
22
年
度
浜
田
市
市
民
憲
章
表
彰

　

式
典
に
お
い
て
、
浜
田
市
表
彰
、
浜
田
市

市
民
憲
章
表
彰
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
代
表
の

人
に
表
彰
状
を
授
与
し
ま
し
た
。詳
し
く
は
、

次
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
民
歌
合
唱

　

浜
田
市
民
歌
「
呼
び
か
け
る
風
に
」
を
市

民
歌
制
作
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
真
田
節

子
先
生
の
指
揮
に
よ
り
、
津
茂
谷
里
香
さ
ん

の
ピ
ア
ノ
伴
奏
と
浜
田
少
年
少
女
合
唱
団
Ｓ

＆
Ｓ
、
市
民
有
志
の
皆
さ
ん
か
ら
な
る
合
唱

団
と
と
も
に
出
席
者
全
員
で
合
唱
し
ま
し

た
。

万
歳
三
唱

　

記
念
式
典
は
、
出
席
者
の
皆
さ
ん
に
よ
る

万
歳
三
唱
で
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

浜
田
市
合
併
５
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を
祝

い
、
浜
田
市
の
今
後
ま
す
ま
す
の
発
展
を
祈

念
し
ま
し
た
。

記
念
講
演
会

　

式
典
に
引
き
続
き
、
国
営
昭
和
記
念
公
園

昭
和
天
皇
記
念
館
館
長 

長
門
保
明
さ
ん（
江

津
市
生
ま
れ
、浜
田
高
等
学
校
卒
業
）
に
『
有

名
と
無
名
の
あ
い
だ
～
昭
和
天
皇
の
思
い
出

～
』
と
題
し
、
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

祝辞を述べる西部県民センター 楫野所長

記念講演会の様子

島根県立大学 本田学長による万歳三唱

長門保明さんによる記念講演

　10月２日㈯開催の記念式典のオープニングで上映しました記念映像のＤＶＤを次の場所で貸出しします
ので、ぜひご覧ください。　
内容
　浜田市の合併後５年間の各自治区の様子や主な出来事、事業などをまとめた約11分の映像です。
貸出場所

浜田図書館・金城図書館・旭図書館・各市立公民館（分館含む）
問い合わせ先

本庁総合調整室（☎内線３１１・３１７）

浜田市合併５周年記念映像ＤＶＤをご覧いただけます
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平
成
22
年
度
浜
田
市
表
彰

　

市
で
は
毎
年
、
各
分
野
で
市
の
発
展
に
尽

く
さ
れ
た
個
人
や
団
体
を
表
彰
し
、
多
年
の

ご
労
苦
に
感
謝
の
意
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
浜
田
市
合
併
５
周
年
記
念
式
典
内

に
て
、
市
の
発
展
に
功
労
の
あ
っ
た
次
の
32

人
に
表
彰
状
・
感
謝
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま

し
た
。（
敬
称
略
、
年
齢
は
10
月
１
日
現
在
）

《
地
方
自
治
功
労
》

　

多
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て
地
域
防

災
に
努
め
、
地
方
自
治
の
伸
展
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

稲
田　

美
敏
（
57
歳
・
金
城
町
七
条
）

上
野　

伸
一
（
59
歳
・
三
隅
町
湊
浦
）

大
賀　

泰
司
（
54
歳
・
旭
町
本
郷
）

大
﨑　

嘉
光
（
51
歳
・
金
城
町
上
来
原
）

大
垰　

博
純
（
46
歳
・
旭
町
市
木
）

大
垰　

行
雄
（
61
歳
・
西
村
町
）

岡
本　
　

薫
（
57
歳
・
弥
栄
町
長
安
本
郷
）

岡
本　

和
博
（
46
歳
・
金
城
町
追
原
）

勝
手　

政
美
（
60
歳
・
金
城
町
今
福
）

河
野　

昭
紀
（
44
歳
・
三
隅
町
下
古
和
）

佐
々
木
清
繁
（
49
歳
・
金
城
町
七
条
）

佐
々
木
政
治
（
56
歳
・
金
城
町
今
福
）

曽
我　

忠
孝
（
50
歳
・
三
隅
町
三
隅
）

髙
田　

良
幸
（
51
歳
・
旭
町
木
田
）

田
中　

一
男
（
62
歳
・
金
城
町
久
佐
）

辻
岡　

貞
光
（
61
歳
・
後
野
町
）

中
谷　

隆
直
（
55
歳
・
後
野
町
）

前
田　

祥
二
（
58
歳
・
金
城
町
長
田
）

山
﨑　

浩
明
（
49
歳
・
下
府
町
）

山
根　

朝
男
（
60
歳
・
折
居
町
）

《
民
生
事
業
功
労
》

　

多
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と

し
て
民
生
事
業
の
伸
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

西
川　

美
高
（
62
歳
・
金
城
町
久
佐
）

　

多
年
に
わ
た
り
保
護
司
と
し
て
社
会
福
祉

の
推
進
と
青
少
年
健
全
育
成
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

岡
本　

誠
史
（
73
歳
・
松
原
町
）

　

多
年
に
わ
た
り
私
立
保
育
所
所
長
と
し
て

保
育
の
増
進
に
努
め
、
児
童
福
祉
の
向
上
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

緇
川　

聖
文
（
62
歳
・
原
町
）

　

多
年
に
わ
た
り
私
立
保
育
園
園
長
と
し
て

保
育
の
増
進
に
努
め
、
児
童
福
祉
の
向
上
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

米
谷　
　

洋
（
68
歳
・
津
摩
町
）

平
野　

光
德
（
55
歳
・
内
村
町
）

山
﨑　

佳
子
（
65
歳
・
上
府
町
）

《
公
衆
衛
生
保
健
事
業
功
労
》

　

多
年
に
わ
た
り
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
嘱

託
医
と
し
て
施
設
の
保
健
の
推
進
向
上
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

池
田　

嘉
之
（
67
歳
・
朝
日
町
）

　

多
年
に
わ
た
り
養
護
老
人
ホ
ー
ム
嘱
託
医

と
し
て
施
設
の
保
健
の
推
進
向
上
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

大
屋　

敏
郎
（
88
歳
・
弥
栄
町
長
安
本
郷
）

《
商
工
業
功
労
》

　

多
年
に
わ
た
り
商
工
会
役
員
と
し
て
地
域

の
商
工
業
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

槇
岡　

正
明
（
68
歳
・
金
城
町
今
福
）

《
教
育
文
化
功
労
》

　

多
年
に
わ
た
り
公
民
館
主
事
と
し
て
地
域

の
生
涯
学
習
の
伸
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

大
﨑　

寿
子
（
58
歳
・
金
城
町
上
来
原
）

澁
谷　

裕
子
（
51
歳
・
長
浜
町
）

《
感
謝
状
贈
呈
》

　

ふ
る
さ
と
浜
田
を
愛
し
、
生
徒
の
教
育
に

熱
意
を
示
さ
れ
、
多
額
の
寄
附
に
よ
り
浜
田

市
の
教
育
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

坂
根　

正
弘
（
69
歳
）

平
成
22
年
度
浜
田
市
市
民
憲
章
表
彰

　

市
民
憲
章
の
理
念
に
基
づ
く
啓
発
・
推
進
・

実
践
活
動
な
ど
に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
次

の
10
人
（
７
人
・
３
団
体
）
に
表
彰
状
と
記

念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

表
彰
者
（
敬
称
略
、順
不
同
、年
齢
は
10
月
１
日
現
在
）

沖
田　

敏
子
（
75
歳
・
下
府
町
）

亀
谷　

利
幸
（
82
歳
・
長
沢
町
）

隅
田　

正
三
（
68
歳
・
金
城
町
波
佐
）

橋
津　

紀
久
（
70
歳
・
黒
川
町
）

舛
田
ス
ミ
コ
（
84
歳
・
金
城
町
七
条
）

山
本　
　

覺
（
74
歳
・
旭
町
今
市
）

山
本　

省
吾
（
70
歳
・
金
城
町
七
条
）

島
根
県
立
大
学
環
境
倶
楽
部「
し
ま
え
っ
こ
」（
野
原
町
）

島
村
抱
月
生
誕
地
顕
彰
会
（
金
城
町
小
国
）

す
み
れ
会
（
高
田
町
）

平
成
22
年
度 

浜
田
市
表
彰
・
浜
田
市
市
民
憲
章
表
彰

平
成
22
年
度 

浜
田
市
表
彰
・
浜
田
市
市
民
憲
章
表
彰
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こ
の
た
び
、「
浜
田
を
明
る
く

照
ら
し
隊
」
の
皆
さ
ん
の
来
訪
を

受
け
ま
し
た
。

　

島
根
県
立
大
学
学
生
遺
棄
事
件

を
き
っ
か
け
に
、
自
分
た
ち
で
何

か
出
来
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か

と
の
思
い
か
ら
、
浜
田
一
中
の
保

護
者
な
ど
と
県
立
大
生
の
皆
さ
ん

が
集
ま
り
、昨
年
12
月
か
ら
、田
町

の
龍
泉
寺
で
意
見
交
換
会
を
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、月
１
回
の

話
し
合
い
を
重
ね
ら
れ
、
今
年
の

６
月
に
村
武
ま
ゆ
み
さ
ん
を
隊
長

と
し
て
、「
安
全･

安
心
な
ま
ち
づ
く

り
」を
目
指
し
た「
浜
田
を
明
る
く

照
ら
し
隊
」が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
や
県
大
生
、
浜
田

警
察
署
署
員
や
浜
田
市
職
員
も
メ

ン
バ
ー
に
加
わ
り
、
約
20
名
が
参

加
し
て
い
ま
す
。「
あ
い
さ
つ
の

励
行
や
門
灯
点
灯
の
呼
び
掛
け
」

に
取
り
組
ま
れ
、「
市
民
の
皆
さ
ん

の
心
と
ま
ち
が
明
る
く
な
る
こ
と

を
目
指
し
」活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

〝
門
灯
点
灯
〟
に
ご
協
力
を

　

あ
い
さ
つ
の
励
行
推
進
の
た
め

市
内
の
小
学
生
に
川
柳
を
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
２
０
０
件
の
作
品
が

寄
せ
ら
れ
た
こ
と
や
、
門
灯
点
灯

推
進
の
た
め
の
「
門
灯
シ
ー
ル
」

を
全
世
帯
に
配
布
す
る
運
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。こ
の
シ
ー
ル
は
、

県
立
大
４
年
の
石
川
香
織
さ
ん
が

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
、
暗
く
な
る
と

光
る
可
愛
ら
し
い
電
球
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。
門
灯
の
点
灯
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
も
市
や
防
犯
協

会
が
推
進
し
て
き
ま
し
た
が
、
未

だ
浸
透
し
て
い
ま
せ
ん
。
一
つ
に

は
、
電
気
代
の
心
配
が
あ
る
の
で

は
と
聞
き
ま
し
た
が
、「
40
Ｗ
の

電
灯
を
12
時
間
つ
け
た
電
気
料
は

一
か
月
２
８
０
円
し
か
か
か
ら
な

い
」
と
の
回
答
で
す
。
私
は
、
今

回
の
「
門
灯
シ
ー
ル
」
に
よ
る
啓

発
活
動
に
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。

各
家
庭
の
門
灯
ス
イ
ッ
チ
の
傍
に

「
門
灯
シ
ー
ル
」
を
貼
っ
て
も
ら

い
、
全
市
民
あ
げ
て
門
灯
の
点
灯

に
、
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
浜
田
市
は
現
在
、
道
路

照
明
や
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
な
ど

を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
命
の

大
切
さ
と
そ
の
重
さ
を
認
識
し
、

犯
罪
を
起
こ
さ
せ
な
い
よ
う
防
犯

意
識
を
高
め
、
地
域
に
根
付
い
た

防
犯
対
策
を
推
進
し
て
い
く
た

め
、
市
議
会
の
提
言
を
踏
ま
え
、

10
月
26
日
を
「
い
の
ち
と
安
全
安

心
の
日
」
と
定
め
ま
し
た
。

　

あ
の
忌
ま
わ
し
い
事
件
か
ら
一

年
、
犯
罪
の
起
こ
ら
な
い
街
に
し

た
い
も
の
で
す
。

皆さんはテレビなどで韓国の大学受験の日の風
景を見たことがありますか？渋滞を防ぐために会
社の出勤時間が遅くなることや、遅れそうになっ
てパトカーに乗って試験会場に入る受験生、寒い
中、日が昇る前から試験会場に出て先輩たちを応
援する後輩たち、試験が終わるまでひたすら子ど
もの合格を祈る母親など…「そこまでする！？」
と思うくらい激しい受験戦争が韓国にはありま
す。なぜなら、この試験には受験生の人生がかかっ
ているからです。

韓国では11月の第２木曜日に「大学修学能力試
験（通称、修

す

能
ぬ ん

）」という大学入試が行われます。
今年はＧ20会議と日程が重なるため、一週間先延
ばしで行われるそうです。国際会議と大学受験に
何の関係が？と思われるかも知れませんが、韓国
の大学受験は国を挙げての大行事なのです。警察
の配置や交通規制、会議参加車両が移動するとき
の騒音などを理由に、今年は試験日が変わったそ
うです。

韓国の高校生の大学進学率は世界でもかなり高
い方で、1994年に40％台に入り、10年後の2004年
には80%を突破し、その後ずっと80％台を維持し
ています。日本の約50％に比べるとかなり高い数
値です。なぜこんなにもみんな大学に行こうとす
るのでしょうか。それは、よく言えば向上心があ

るからです。学歴を重視する韓国では、大学を出
た方がいい職につけて、社会的に高い地位を得ら
れるという認識が強いです。しかし、こんなにた
くさんの人が大学に進学すると、大学を出たとこ
ろで大したメリットになりません。ということで、
今度は「いい大学」を目指すようになります。だ
から、大学進学を目指す韓国の高校生たちは、部
活もなく、毎日勉強に明け暮れる生活をするので
す。

私も約10年前に、このような受験戦争を経験し
ました。振り返ると、あれまで頑張れた自分を褒
めたい気持ちと、勉強だけじゃなくて、もっとい
ろいろなことをしてみたかったという気持ちが両
方あります。向上心を持つことはもちろんいいこ
とです。しかし、その努力を大学進学だけではな
くて、もっといろいろな方面に向ければ、もっと
国を発展させる原動力になるのではないかと私は
思います。

「浜田を明るく照らし隊」意見交換会にて

新・お元気ですか�
浜田市長 宇津徹男

韓国の大学受験
浜田市国際交流員　金　穂原
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

～
地
域
の
安
全
に
関
す
る
不
安
や

声
を
聴
か
せ
て
く
だ
さ
い
！
～

　

市
議
会
「
安
全
・
安
心
ま
ち
づ

く
り
推
進
特
別
委
員
会
」
で
は
、

各
自
治
区
に
出
向
き
、
地
域
の
安

全
に
関
す
る
不
安
や
声
を
聴
く
た

め「
地
域
の
安
全
を
考
え
よ
う
会
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の

意
見
を
聴
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
12
日
㈮

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場
所　
浜
田
公
民
館
研
修
室

問
い
合
わ
せ
先

市
議
会
事
務
局

（
☎
内
線
５
１
５
）

本
庁
安
全
安
心
推
進
課

（
☎
内
線
３
２
３
）

　

次
の
施
設
を
市
災
害
時
指
定
避

難
所
か
ら
解
除
し
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

施
設
名　
浜
田
高
等
技
術
校
（
体

育
館
）

所
在
地　
熱
田
町

解
除
理
由　
平
成
23
年
３
月
に
閉

校
（
平
成
22
年
10
月
以
降
使
用

不
可
）
の
た
め

※　

災
害
時
に
は
町
内
や
集
落
に

こ
だ
わ
ら
ず
、
最
適
な
避
難
場

所
を
選
ん
で
避
難
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係
（
☎
内
線
３
４
０
）

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
11
月
９
日
㈫

か
ら
15
日
㈪
ま
で
の
７
日
間
、
全

国
一
斉
に
秋
の
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

防
火
標
語

「
消
し
た
か
な
」 

あ
な
た
を
守
る 

合
言
葉

運
動
の
重
点
目
標

住
宅
防
火
対
策
の
推
進

　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
低
減

を
図
り
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

早
期
設
置
を
促
進
す
る
。

放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
防
止

対
策
の
推
進

　

放
火
さ
れ
な
い
環
境
を
つ
く
る

た
め
、町
内
会
な
ど
が
一
体
と
な
っ

て
放
火
防
止
対
策
を
推
進
す
る
。 

３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
物

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
・
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

炎
品
を
使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を

設
置
す
る
。

住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

・
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協

力
体
制
を
つ
く
る
。

（
市
消
防
本
部
予
防
課
）

　

10
月
１
日
㈮
を
基
準
日
と
し
て

実
施
し
た
国
勢
調
査
で
は
、
調
査

票
の
記
入
・
提
出
に
ご
協
力
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
国
勢
調
査
浜
田
市
実
施

本
部
で
は
、
集
ま
っ
た
調
査
票
の

記
入
内
容
を
１
枚
１
枚
審
査
し
て

い
ま
す
。
記
入
漏
れ
や
記
入
内
容

に
不
明
な
点
が
あ
っ
た
場
合
、
市

か
ら
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
だ
調
査
票
を

提
出
し
て
い
な
い
人
は
、
速
や
か

に
市
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
調
査
票
が
届
い
て
い
な

い
場
合
は
、連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
統
計
係

内
国
勢
調
査
浜
田
市
実
施
本
部

（
☎
内
線
３
２
０
）

高
速
道
路
無
料
化
社
会
実
験
の
分

析
な
ど
を
行
い
ま
す

　

国
土
交
通
省
で
は
、
全
国
の
都

市
交
通
の
特
性
や
経
年
変
化
を
把

握
す
る
た
め
、
浜
田
市
を
は
じ
め

と
す
る
全
国
の
市
町
村
と
協
力
し

て
、
人
の
動
き
に
関
す
る
交
通
実

態
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
皆
さ
ん
が
日
ご

ろ
の
生
活
の
中
で
、
自
動
車
・
バ

ス
・
鉄
道
な
ど
を
利
用
し
て
、
ど

の
よ
う
に
移
動
し
て
い
る
か
に
つ

い
て
調
査
す
る
も
の
で
、
今
後
の

都
市
交
通
施
策
検
討
の
基
礎
資
料

と
す
る
も
の
で
す
。

調
査
対
象　
市
内
か
ら
無
作
為
に

抽
出
し
た
約
２
、
６
０
０
世
帯

調
査
方
法　
対
象
と
な
っ
た
世
帯

に
調
査
票
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

記
入
後
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

調
査
主
体　
国
土
交
通
省
松
江
国

道
事
務
所
調
査
設
計
課

問
い
合
わ
せ
先

調
査
実
施
本
部
（
☎
０
１
２
０

-

２
３-

３
０
９
３
）

　

お
や
す
み
前
に
も
う
一
度
、

火
の
元
点
検
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

安
全
安
心

地
域
の
安
全
を
考
え
よ
う
会

（
浜
田
自
治
区
）

市
災
害
時
指
定
避
難
所
の

指
定
解
除
に
つ
い
て

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

生
活
・
環
境

国
勢
調
査

全
国
都
市
交
通
特
性
調
査
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

く
ら
し
の
情
報
広
場

く
ら
し
の
情
報
広
場
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

ビ
ル
陰
や
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ

ン
な
ど
に
お
け
る
共
同
受
信
施
設

の
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の

た
め
の
助
成
金
の
第
２
次
募
集
の

申
込
受
付
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

ビ
ル
陰
等
共
同
受
信
施
設
助
成
制

度助
成
額　
受
信
障
害
対
策
共
聴
施

設
の
デ
ジ
タ
ル
化
改
修
・
新
設

又
は
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送

施
設
へ
置
換
す
る
場
合
、
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
の
視
聴
に
不
可

欠
な
施
設
の
設
置
又
は
置
換
に

要
す
る
総
経
費
の
１
／
２
の
額

（
共
聴
施
設
新
設
の
場
合
は
２

／
３
の
額
）

申
請
受
付
期
間

11
月
30
日
㈫
ま
で
（
当
日
消
印

有
効
）

ア
パ
ー
ト
等
集
合
住
宅
共
聴
施
設

助
成
制
度

助
成
額　
共
同
住
宅
受
信
施
設
の

デ
ジ
タ
ル
化
改
修
又
は
有
線
テ

レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
施
設
へ
の
置

換
に
お
い
て
、
世
帯
あ
た
り
の

経
費
が
３
万
５
千
円
を
超
え
る

場
合
、
総
経
費
の
最
大
１
／
２

の
額

申
請
受
付
期
間

12
月
28
日
㈫
ま
で
（
当
日
消
印

有
効
）

助
成
条
件
の
一
部
変
更

　

い
ず
れ
の
助
成
制
度
も
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
に
移
行
す
る
場
合

は
、
共
聴
施
設
を
デ
ジ
タ
ル
化
対

応
に
「
改
修
」
す
る
よ
り
安
価
な

場
合
に
限
り
助
成
対
象
と
し
て
い

ま
し
た
が
、「
改
修
」
す
る
よ
り

高
価
に
な
る
場
合
に
は
、
共
聴
施

設
を
「
改
修
」
す
る
場
合
の
助
成

額
を
上
限
と
し
て
助
成
し
ま
す
。 

※　

い
ず
れ
の
助
成
制
度
も
、
予

算
の
範
囲
内
で
実
施
す
る
た
め
、

予
算
の
上
限
に
達
し
た
時
点
で

申
請
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ

ン
タ
ー
（
デ
ジ
サ
ポ
島
根
）

（
☎
０
８
５
２
�
５
４
１
１
）

http://w
w
w
.digisuppo.jp/index.

php/branch/shim
ane/36/

　

全
国
的
に
「
居
住
の
実
態
が
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
年
金
な
ど

を
そ
の
ま
ま
受
給
す
る
」
と
い
う

事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

住
民
異
動
届
は
、
住
民
の
義
務

や
権
利
に
か
か
わ
る
重
要
な
届
出

で
す
。
転
入
・
転
出
・
転
居
に
伴

う
住
所
や
世
帯
の
変
更
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
速
や
か
に
届
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

窓
口
に
来
た
人
の
本
人
確
認
を

行
っ
て
い
ま
す
。
運
転
免
許
証
な

ど
、
公
的
機
関
が
発
行
し
た
顔
写

真
付
き
の
身
分
証
明
書
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
持
っ
て
い
な
い
人

は
、
健
康
保
険
証
・
年
金
手
帳
な

ど
２
点
で
の
確
認
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
合
窓
口
課
（
☎
内
線
１

４
３
・
１
４
４
・
１
４
５
）

届出の種類 届出の時期
転入届
（市外から浜田市内に引っ越し
たとき）

引っ越した日から
14日以内 

転出届
（浜田市外へ引っ越しするとき）

引っ越し先が決
まったら速やかに 

転居届
（浜田市の中で引っ越したとき）

引っ越した日から
14日以内 

※　転入届には転出証明書が必要です。前住所地
の市区町村役場で転出届を済ませてください。

　

三
隅
自
治
区
の
公
民
館
（
三
隅

公
民
館
を
除
く
。）
で
、
住
民
票

な
ど
の
証
明
が
、
即
日
交
付
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

交
付
開
始
日

11
月
２
日
㈫
～

交
付
で
き
る
公
民
館

三
保
公
民
館
・
岡
見
公
民
館
・

井
野
公
民
館
・
黒
沢
公
民
館
・

白
砂
公
民
館

交
付
で
き
る
日
時

公
民
館
の
休
館
日
を
除
く
日

（
火
～
金
曜
日
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

交
付
で
き
る
証
明
書

住
民
票
・
印
鑑
証
明
・
所
得
課

税
証
明

※　

印
鑑
登
録
や
戸
籍
謄
本
な
ど

の
交
付
は
、
公
民
館
で
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
合
窓
口
課
（
☎
内
線
１

４
３
・
１
４
４
・
１
４
５
）

市
三
隅
支
所
市
民
課

（
☎
�
２
８
０
７
）

　

市
で
は
、
行
財
政
改
革
の
一
環

と
し
て
、窓
口
に
お
け
る
住
民
票
・

印
鑑
登
録
・
印
鑑
証
明
・
所
得
課

税
証
明
な
ど
に
か
か
る
証
明
手
数

料
を
、
平
成
23
年
４
月
１
日
㈮
か

ら
変
更
し
ま
す
。

対
象
手
数
料

・
住
民
票
な
ど
の
証
明
手
数
料

・
印
鑑
登
録
・
証
明
手
数
料

・
所
得
課
税
証
明
手
数
料

・
そ
の
ほ
か
の
証
明
手
数
料

新
手
数
料
金　
３
０
０
円

（
従
前
２
０
０
円
）

※　

住
基
カ
ー
ド
に
よ
る
証
明
書

自
動
交
付
機
を
利
用
し
て
の
証

明
書
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

２
０
０
円
と
し
ま
す
。
自
動
交

付
機
は
支
所
に
は
設
置
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
お
出
掛
け
の
際
な

ど
に
本
庁
で
の
利
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

市
で
は
今
後
も
、
事
務
の
効
率

化
と
コ
ス
ト
の
縮
減
に
努
め
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
維
持
向
上
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
自
主
財
源
の
確
保
や

事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど
に
よ
り
、

財
源
の
健
全
性
を
確
保
し
な
が
ら

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き

る
よ
う
努
め
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
合
窓
口
課
（
☎
内
線
１

４
３
・
１
４
４
・
１
４
５
）

各
支
所
市
民
福
祉
課
（
三
隅
支

所
は
市
民
課
）

地
デ
ジ
に
関
す
る
助
成
制
度

に
つ
い
て

住
民
異
動
届
を
お
忘
れ
な
く

三
隅
の
公
民
館
で
の

住
民
票
な
ど
の
即
日
交
付

平
成
23
年
４
月
１
日
㈮
か
ら

証
明
手
数
料
が
変
わ
り
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

募
集
期
間

平
成
23
年
３
月
31
日
㈭
ま
で

※　

た
だ
し
、
期
間
中
に
追
加
予

算
額
（
３
６
０
万
円
）
に
達
し

た
時
点
で
終
了
し
ま
す
。

要
件

・
市
内
に
自
ら
所
有
・
居
住
す
る

家
屋
で
あ
る
こ
と

・
市
内
事
業
者
か
ら
の
購
入
・
施

工
で
あ
る
こ
と

・
着
工
前
に
申
請
す
る
こ
と

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

補
助
金
額　
１
kw
あ
た
り
３
万
円

（
上
限
４
kw
・
12
万
円
）

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
く
ら
し
と
環
境
課

（
☎
内
線
２
２
１
）

　

不
燃
ご
み
処
理
場
（
生
湯
町
）

へ
ご
み
を
直
接
搬
入
す
る
際
の
搬

入
手
数
料
に
つ
い
て
、
ご
み
減
量

化
の
推
進
と
受
益
者
負
担
の
公
平

性
の
確
保
の
観
点
か
ら
、
適
正
な

処
理
手
数
料
と
搬
入
単
位
に
見
直

し
を
行
い
、
改
定
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
４
月
１
日
㈮
か
ら
不

燃
ご
み
処
理
場
へ
ご
み
を
直
接
搬

入
す
る
際
に
は
、
次
表
の
手
数
料

が
か
か
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
課

（
☎
内
線
２
２
３
・
２
２
４
）

不燃ごみ直接搬入手数料の改定内容
区分 現行 改正後

（平成23年４月１日㈮～）

家庭系 105円／100㎏
（10円／10㎏） 50円／10㎏

事業系 2,100円／500㎏
（42円／10㎏） 150円／10㎏

※　従来の家庭系「100㎏単位」・事業系「500
㎏単位」の計量方式を、家庭系・事業系と
もに「10㎏単位」に細分化し、より排出量
に応じた料金負担としています。

　マナーを守れば省エネ運転。ここでちょっと運
転時におけるエコドライブを考えて見ましょう。
環境にやさしいだけでなく、家計にもおトクです。
☆ふんわりアクセル ｢ｅスタート｣ にしましょう
　発進時、５秒間の省エネ意識を持ちましょう。
５秒間で20㎞／h程度に加速し、十分な効果が得
られます。

年間でガソリン83.57ℓの省エネ
約10,030円の節約
原油換算74.63ℓ　ＣＯ₂削減量194.0㎏

☆加減速の少ない運転にしましょう
年間でガソリン29.29ℓの省エネ
約3,510円の節約
原油換算26.16ℓ　ＣＯ₂削減量68.0㎏

☆早めのアクセルオフをしましょう
年間でガソリン18.09ℓの省エネ
約2,170円の節約
原油換算16.15ℓ　ＣＯ₂削減量42.0㎏

☆アイドリングストップをしましょう
　５秒の停止でも、アイドリングストップをしま
しょう。短い時間のエンジン停止でも省エネ効果
があります。

年間でガソリン17.33ℓの省エネ
約2,080円の節約
原油換算15.48ℓ　ＣＯ₂削減量40.2㎏

※　各省エネ行動ごとの削減割合は、ふんわりア
クセルｅスタート・加減速の少ない運転・早め

のアクセルオフについては、スマートドライブ
コンテストの操作別燃料消費削減割合による。
アイドリングストップについては30㎞ごとに４
分間の割合で行うものとし、アイドリング時の
消費燃料は ｢エコドライブ10のすすめ｣ の ｢ア
イドリングストップ｣ による。
年間削減量及び年間走行距離・平均燃費は2,000
㏄普通乗用車／年間10,000㎞走行とし、平均燃
費11.6㎞／ℓで計算。

■公共交通機関の利用を心掛けましょう
　公共交通機関は多くの人を一度に運ぶため、環
境にやさしい移動手段です。また渋滞や違反駐車
を減らすことにもつながります。省エネルギーや
環境保全のため公共交通機関の利用を心掛けま
しょう。
■低公害車を利用しましょう
　新車を買うときは、燃費のよい経済車を選びま
しょう。天然ガス自動車・電気自動車・ハイブリッ
ド車・ＬＰガス自動車などの低公害車を積極的に
選びたいですね。
【一口メモ】
　道路の交通情報を活用しましょう。迷ってウロ
ウロはエネルギーのムダ。事前に調べてから出掛
けましょう。
出典　㈶省エネルギーセンター【家庭の省エネ大

事典2010年版】
（本庁くらしと環境課）

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
事
業
補
助
金（
二
次
募
集
）

平
成
23
年
４
月
１
日
㈮
か
ら

不
燃
ご
み
直
接
搬
入
処
理

手
数
料
を
改
定
し
ま
す

今日からおうちで省エネ !!【自動車の巻】
～二酸化炭素（ＣＯ ₂）の排出を減らして、地球温暖化を防ごう！～
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

深
刻
な
地
球
温
暖
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。
は
ま
だ
エ
コ
ラ
イ
フ
推

進
隊
で
は
、
地
球
温
暖
化
を
は
じ

め
と
す
る
環
境
問
題
に
つ
い
て
、

分
か
り
や
す
く
、
身
近
な
実
践
活

動
に
つ
な
が
る
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
６
日
㈯

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　
島
根
県
立
大
学
交
流
セ
ン

タ
ー
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

講
師　
吉
川
通
彦
さ
ん
（
島
根
県

地
球
温
暖
化
対
策
地
域
協
議
会

会
長
）

定
員　
２
０
０
人

料
金　
無
料

※　

直
接
、
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
く
ら
し
と
環
境
課
内
は
ま

だ
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
隊
事
務
局

（
☎
内
線
２
１
８
・
２
２
１
）

～
市
民
の
参
加
を
募
集
し
ま
す
～

　

浜
田
駅
周
辺
市
街
地
で
は
、
悪

質
な
落
書
き
が
数
多
く
見
ら
れ
ま

す
。
環
境
美
化
と
、
犯
罪
や
非
行

の
起
き
に
く
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
に
、地
域
安
全
推
進
員
・

少
年
補
導
委
員
・
島
根
県
立
大
学

環
境
倶
楽
部
「
し
ま
え
っ
こ
」
な

ど
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力

に
よ
り
、
電
柱
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

な
ど
の
「
落
書
き
消
し
」
を
行
い

ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。

日
時　
11
月
20
日
㈯（
小
雨
決
行
）

午
前
10
時
～
正
午

集
合
場
所　
市
役
所
東
分
庁
舎
駐

車
場

清
掃
場
所　
市
役
所
か
ら
Ｊ
Ｒ
浜

田
駅
ま
で
の
間

※　

清
掃
用
具
（
ぞ
う
き
ん
・
洗

剤
な
ど
）
は
準
備
し
ま
す
。
汚

れ
て
も
よ
い
服
装
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　
11
月
12
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
く
ら
し
と
環
境
課

（
☎
内
線
２
１
８
・
２
２
１
）

脱
温
暖
化
！
も
っ
た
い
な
い
を
わ

た
し
か
ら　
み
ん
な
で
進
め
る
エ

コ
ラ
イ
フ

　

は
ま
だ
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
隊
で

は
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
を
対

象
と
し
た
環
境
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ

て
、
地
球
温
暖
化
対
策
や
ご
み
の

減
量
化
な
ど
、
環
境
問
題
の
実
態

に
つ
い
て
再
認
識
し
、
環
境
意
識

の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
集

い
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
11
月
27
日
㈯

午
後
１
時
～
４
時

場
所　
弥
栄
ふ
る
さ
と
体
験
村

内
容　
浜
田
こ
ど
も
環
境
探
偵
団

活
動
発
表
・
活
動
団
体
事
例
発

表
・
展
示
発
表
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

は
ま
だ
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
隊
弥

栄
支
部
事
務
局
（
☎
�
２
６
５

６
・
▢ＦＡＸ
�
２
９
５
２
）

金
城
（
若
者
定
住
向
け
公
社
賃
貸

住
宅
）

受
付
期
間

11
月
５
日
㈮
～
19
日
㈮

募
集
住
宅　
今
福
団
地

間
取
り　
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ

所
在
地　
今
福

建
設
年
度　
平
成
13
年
度

戸
数　
１
戸

家
賃　
月
額
３
０
、
０
０
０
円

敷
金　
家
賃
の
月
額
の
３
か
月
分

入
居
資
格　
次
に
掲
げ
る
条
件
を

す
べ
て
満
た
し
て
い
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
人

・
家
賃
そ
の
ほ
か
居
住
に
必
要
な

経
費
の
支
払
が
確
実
に
履
行
で

き
る
人

・
家
賃
な
ど
の
支
払
に
つ
い
て
、

確
実
な
２
人
の
連
帯
保
証
人
が

あ
る
人

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
金
城
支
所
建
設
課

（
☎
�
１
２
３
６
）

浜
田
（
公
営
住
宅
）

受
付
期
間

11
月
15
日
㈪
～
30
日
㈫

入
居
資
格　
次
に
掲
げ
る
条
件
を

す
べ
て
満
た
し
て
い
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

・
現
在
同
居
又
は
同
居
予
定
の
親

族
が
あ
る
人
（
60
歳
以
上
・
身

体
障
が
い
者
・
Ｄ
Ｖ
被
害
者
な

ど
は
単
身
で
も
申
込
み
が
可
能

で
す
。）

・
収
入
月
額
が
15
万
８
千
円
以
下

で
あ
る
世
帯
。
た
だ
し
高
齢
者

世
帯
・
障
が
い
者
を
含
む
世
帯
・

募集住宅（間取り）所在地 建設年度 戸数 家賃の月額
日脚大久保住宅
（３ＤＫ） 日脚町 昭和61年度

各１戸

17,100円～
33,600円

下府住宅
（３Ｋ） 下府町 昭和48年度  5,600円～

11,000円
城ヶ平住宅
（２Ｋ） 長浜町 昭和45年度  4,100円～

8,200円
小福井住宅
（２Ｋ） 熱田町 昭和43年度 ２戸  3,500円～

7,000円
家賃　収入額によって異なります。
敷金　家賃の月額の３か月分

地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る

講
演
会

落
書
き
ク
リ
ー
ン
作
戦

第
４
回
生
活
と
環
境
を

考
え
る
市
民
の
集
い

住
宅

住
宅
入
居
者
募
集
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

子
育
て
世
帯
（
小
学
校
就
学
前

の
子
ど
も
の
い
る
世
帯
）
な
ど

は
、
収
入
月
額
が
21
万
４
千
円

以
下
で
あ
る
世
帯

※　

収
入
月
額
と
は
、
世
帯
全
員

の
年
間
所
得
額
（
前
年
分
）
か

ら
控
除
額
（
世
帯
の
状
況
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。）
を
引

い
て
12
で
割
っ
た
額
で
す
。

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
人

・
市
町
村
税
の
滞
納
が
な
い
人

弥
栄
（
地
域
定
住
住
宅
）

受
付
期
間

11
月
１
日
㈪
～
15
日
㈪

入
居
資
格　
次
に
掲
げ
る
条
件
を

す
べ
て
満
た
し
て
い
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

・
地
域
定
住
住
宅
を
生
活
の
本
拠

地
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
人

・
そ
の
人
の
収
入
が
、
生
活
保
護

法
に
よ
る
保
護
の
基
準
額
以
上

で
あ
る
こ
と

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
な
人

・
市
町
村
税
の
滞
納
が
な
い
人

※　

そ
の
ほ
か
の
入
居
条
件
や
収

入
基
準
の
範
囲
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

県
営
住
宅

受
付
期
間

11
月
１
日
㈪
～
15
日
㈪（
必
着
）

募
集
団
地

黒
川
団
地
・
石
原
団
地
（
高
齢

者
障
害
者
優
先
住
宅
）

抽
選
日　
12
月
上
旬

入
居
予
定　
12
月
下
旬

※　

戸
数
・
間
取
り
・
入
居
条
件

や
そ
の
ほ
か
の
募
集
団
地
な
ど
、

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
住
宅
供
給
公
社
浜
田
住

宅
管
理
事
務
所

（
☎
�
０
５
３
５
）

募集住宅（間取り）所在地 建設年度 戸数 家賃の月額
長安住宅１号棟Ｄ
世帯用（３ＬＤＫ）長安本郷

平成９年度

各１戸

22,000円

長安住宅３号棟Ｃ
単身用（２ＤＫ） 平成13年度 18,000円

塚ノ元住宅１号棟Ａ
単身用（３ＤＫ）

木都賀

昭和30年度
（平成11年改修）

20,000円

塚ノ元住宅１号棟Ｃ
単身用（２ＤＫ） 17,000円

塚ノ元住宅２号棟Ａ
単身用（２ＤＫ） 平成13年度 18,000円

敷金　家賃の月額の３か月分

農
地
転
用
の
申
請
に
つ
い
て

　

最
近
、
農
地
の
転
用
許
可
を
受

け
な
い
で
転
用
す
る
ケ
ー
ス
が
見

ら
れ
ま
す
。

　

農
地
を
農
地
以
外
の
目
的
（
住

宅
・
駐
車
場
・
資
材
置
場
・
墓
地

な
ど
）
に
転
用
す
る
場
合
に
は
、

許
可
申
請
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
田
か
ら
畑
へ
の
用
途
変

更
や
、
農
業
用
施
設
（
農
道
・
た

め
池
な
ど
）・
農
業
経
営
施
設
（
農

業
用
倉
庫
・
農
機
具
収
納
施
設
な

ど
）
へ
の
転
用
、
公
共
工
事
な
ど

に
よ
る
廃
土
で
田
を
埋
め
立
て
る

場
合
も
届
出
が
必
要
で
す
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
な
ど
の
相
談
や
受
付
は
随

時
行
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
所
有

地
で
あ
っ
て
も
必
ず
許
可
を
受
け

て
か
ら
、
農
地
転
用
・
用
途
変
更

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
許
可
を
受
け
、
農
地
転

用
な
ど
が
完
了
し
た
人
は
、
完
了

報
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
申
出
に

つ
い
て

　

農
用
地
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い

る
農
地
を
転
用
す
る
場
合
は
、
事

前
に
本
庁
農
林
課
又
は
各
支
所
産

業
課
に
お
い
て
指
定
の
有
無
を
確

認
の
上
、
農
用
地
区
域
か
ら
除
外

す
る
手
続
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
農
用
地
除
外
申
出
の
受
付

は
、
年
２
回
（
５
月
末
と
11
月
末

締
切
）
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

農
地
の
貸
借
を
す
る
に
は

　

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
事
業

は
、
市
・
農
業
委
員
会
が
間
に
入

る
こ
と
に
よ
っ
て
安
心
し
て
農
地

の
貸
借
な
ど
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
に
基
づ
い
て
農
地
の

賃
借
（
有
償
）・
使
用
貸
借
（
無
償
）

を
す
る
人
は
、
利
用
権
設
定
申
出

書
を
作
成
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

こ
の
た
び
、
契
約
終
期
を
迎
え

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員

会
か
ら
該
当
者
に
向
け
て
通
知
し

ま
す
の
で
、
契
約
更
新
を
す
る
人

は
手
続
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
新
規
の
利
用
権
設
定
申

出
書
に
つ
い
て
は
、
随
時
受
付
を

し
て
い
ま
す
。

申
込
方
法　
申
出
書
（
本
庁
農
林

課
及
び
各
支
所
産
業
課
に
あ
り

ま
す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

農
地
転
用
関
係

市
農
業
委
員
会

（
☎
内
線
４
２
４
・
４
２
５
）

農
用
地
除
外
申
出
・
利
用
権
設
定

申
出
関
係

本
庁
農
林
課（
☎
内
線
４
２
２
）

各
支
所
産
業
課

　

市
で
は
、
市
内
に
お
い
て
創
業

す
る
人
に
対
し
て
、
そ
の
創
業
に

要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て

い
ま
す
。

対
象
者

１　

島
根
県
中
小
企
業
制
度
融
資

の
特
別
創
業
者
支
援
資
金
の
融

資
を
受
け
て
創
業
す
る
人

２　

日
本
政
策
金
融
公
庫
が
行
う

国
民
生
活
事
業
に
よ
る
新
規
開

業
資
金
・
女
性
若
者
シ
ニ
ア
起

業
家
資
金
・
新
創
業
融
資
制
度

の
融
資
を
受
け
て
創
業
す
る
人

補
助
内
容　
前
記
対
象
の
融
資
に

係
る
利
子
及
び
信
用
保
証
料
の

一
部
（
１
年
間
・
上
限
30
万
円
）

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
産
業
政
策
課
商
工
係

（
☎
内
線
４
１
５
）

産
業
・
地
域
活
性
化

農
地
転
用
の
申
請
・
農
用

地
区
域
か
ら
の
除
外
申
出
・

農
地
の
貸
借
に
つ
い
て

創
業
者
支
援
資
金
補
助
金

に
つ
い
て
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　島根あさひ社会復帰促進センターが開庁して
２年を迎えました。センターでは、様々な取り
組みが行われています。
問い合わせ先　本庁産業政策課（☎内線４７３）

センター開庁から２年を迎えて
～地域の皆さんとともに～

島根あさひ社会復帰促進センター長　冨田容可
　国と民間、そして地域とが一体となって受刑者
の円滑な社会復帰を目指す島根あさひ社会復帰促
進センターは、平成20年10月１日に開庁し、早く
も２年が経過しました。今年８月末現在で、約1,600
人の訓練生（当センターでは、収容している受刑
者を訓練生と呼んでいます。）を収容しています。
まだ定員の2,000人には達していませんが、職業訓
練や教育プログラムなど、この２年間で島根あさ
ひ社会復帰促進センターの全容がほぼ整い、今、
官民協働して、元気に頑張っています。
　当センターでは、人材の再生に向けた様々な新
しい取り組みを行っています。ご存知の人も多い
かと思いますが、盲導犬パピー育成プログラムで
は、昨年、日本盲導犬協会から預かったパピー３
頭を、訓練生と地域のパピーウォーカーが一体と
なって、10か月間育てました。その３頭は現在、
盲導犬になるべく、訓練に試験にと奮闘中だと聞
いています。今年も、５頭のパピーを預かり、順
調に育っています。訓練生と地域の人との文通プ
ログラムも試行を終え、本格実施しています。教
育行事としては、地域の皆さんをお招きしての運

動会、地元社中による石見神楽の公演などを行っ
ています。また、職業訓練の介護科では、地元の
福祉施設の多大なるご協力を得て、介護実習をさ
せていただき、ホームヘルパー２級取得者も次々
と出ています。そのほか、神楽面や石州和紙・石
見焼の製作など、いずれも地域の皆さんの専門的
な指導を受けながら、順調に実施しています。
　一方、当センターにおける民間職員約360人のう
ち、76％が浜田市在住の人、近隣の江津市と邑南
町の人を併せると、実に95％強が地元からの採用
職員となっています。
　こうして２年間をふり返ってみますと、いかに
地域の皆さんに支えられてきたかを実感し、この
ことに改めて感謝申し上げます。これからも、ど
うか、地域と共に歩む島根あさひ社会復帰促進セ
ンターとして、ご支援・ご協力をお願いします。

ク
マ
の
出
没
に
つ
い
て

　

ク
マ
は
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て

冬
支
度
に
備
え
、
積
極
的
に
採
餌

す
る
た
め
に
栗
や
柿
を
狙
っ
て
出

没
し
ま
す
。

　

必
要
の
な
い
栗
や
柿
は
除
去
し
、

ク
マ
の
誘
引
物
に
な
ら
な
い
よ
う

に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ク
マ
を
見
か
け
た
り
、

被
害
が
発
生
し
た
と
き
は
、
必
ず

本
庁
農
林
課
又
は
各
支
所
産
業
課

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ

ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
情
報
が
ク
マ

対
策
に
役
立
ち
ま
す
。

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
次
の
こ

と
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う

・
登
山
・
早
朝
・
夕
方
・
山
林
作

業
な
ど
、
ク
マ
と
遭
遇
す
る
お

そ
れ
の
あ
る
と
き
は
、
ク
マ
除

け
鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど
、
音
の
出

る
物
を
携
帯
し
ま
し
ょ
う
。

・
山
林
に
入
る
と
き
は
、
２
人
以

上
で
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

・
残
飯
や
生
ご
み
を
放
置
し
た

り
、
畑
な
ど
に
捨
て
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

・
家
の
周
辺
に
ミ
ツ
バ
チ
な
ど
の

巣
を
発
見
し
た
場
合
は
、
直
ち

に
撤
去
し
ま
し
ょ
う
。

も
し
ク
マ
に
出
会
っ
て
し
ま
っ
た

ら
…

・
大
声
で
叫
ん
だ
り
、
物
を
投
げ

た
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。ま
た
、逃
げ
る
も
の
を
と
っ

さ
に
追
う
習
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
わ
て
て
走
ら
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

・
近
づ
い
て
き
た
と
き
は
、
ク
マ

の
気
を
そ
ら
す
た
め
に
、
手
荷

物
な
ど
を
そ
っ
と
置
き
、
ゆ
っ

く
り
後
ず
さ
り
し
な
が
ら
立
ち

去
り
ま
し
ょ
う
。

・
子
グ
マ
を
見
か
け
た
場
合
、
親

グ
マ
が
近
く
に
い
る
危
険
が
あ

り
ま
す
。
速
や
か
に
安
全
な
と

こ
ろ
へ
立
ち
去
り
ま
し
ょ
う

（
子
連
れ
の
ク
マ
は
特
に
危
険

で
す
）。

（大塚敦子さん　提供）

島根あさひ社会復帰促進センター
開庁から２年を迎えて

島根あさひ社会復帰促進センター
開庁から２年を迎えて

ク
マ
な
ど
の
出
没
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
！
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サ
ル
の
出
没
に
つ
い
て

　

今
年
に
な
っ
て
、
は
ぐ
れ
ザ
ル

の
目
撃
情
報
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

人
の
被
害
な
ど
は
発
生
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
農
作
物
な
ど
の
被
害

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

サ
ル
を
見
か
け
た
ら

・
サ
ル
に
物
を
投
げ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

・
サ
ル
に
餌
な
ど
を
与
え
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
サ
ル
の
目
撃
や
作
物
被
害
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
必
ず
本
庁

農
林
課
又
は
各
支
所
産
業
課
ま

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
農
林
課
農
政
係

（
☎
内
線
４
２
１
）

各
支
所
産
業
課

浜
田
～
空
港
間
の
無
料
連
絡
バ
ス

運
行
（
平
成
23
年
１
月
４
日
㈫
ま

で
）

　

萩
・
石
見
空
港
利
用
拡
大
促
進

協
議
会
で
は
、
空
港
の
利
用
促
進

萩
・
石
見
空
港
ま
で
の
移
動

が
便
利
に
な
り
ま
す
！

の
た
め
、
浜
田
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

改
善
を
目
指
し
、
無
料
連
絡
バ
ス

の
実
証
運
行
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
浜
田
か
ら
萩
・

石
見
空
港
ま
で
乗
換
え
な
し
で
ア

ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
空
港
を
利
用

し
て
東
京
・
大
阪
方
面
へ
お
出
掛

け
の
際
は
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。
予
約
は
不
要
で
す
。

運
航
ダ
イ
ヤ
変
更
に
つ
い
て

　

10
月
31
日
㈰
か
ら
、
萩
・
石
見

空
港
の
東
京
便
・
大
阪
便
の
発
着

時
刻
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

東
京
便
は
機
材
も
変
わ
り
、ボ
ー

イ
ン
グ
７
３
７-

５
０
０（
１
２
６

席
）
に
な
り
ま
す
の
で
、
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

※　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

萩
・
石
見
空
港
利
用
拡
大
促
進

協
議
会

（
☎
０
８
５
６
�
０
９
９
０
）

無
料
連
絡
バ
ス
の
運
行
に
関
す
る

こ
と㈱

イ
ワ
ミ
ツ
ア
ー
山
陰
支
店

（
☎
�
２
５
０
０
）

浜田～空港間無料連絡バス運行ダイヤ
10月31日㈰から平成23年１月４日㈫まで運行

東京便接続 大阪便接続
東京行 東京発 大阪行 大阪発
13：00発 12：20着 17：20発 16：50着

島根県立大学バス停付近 10：40 15：20
浜田駅（医療センターバス停付近） 10：55 15：34
浜田市役所前バス停付近 11：00 15：37
合同庁舎前バス停付近 11：03 15：40
周布（春日団地口バス停付近） 11：15 15：53
三隅バス停付近 11：35 16：12
萩・石見空港 12：05 12：40 16：42 17：10
三隅バス停付近 13：10 17：40
周布（春日団地口バス停付近） 13：28 18：00
合同庁舎前バス停付近 13：40 18：15
浜田市役所前バス停付近 13：43 18：18
浜田駅（医療センターバス停付近） 13：48 18：23
島根県立大学バス停付近 14：00 18：38

町
内
会
・
自
治
会
で
は
あ
な
た
の

力
を
必
要
と
し
て
い
ま
す

　

町
内
会
・
自
治
会
は
、
同
じ
地

域
で
生
活
し
て
い
る
人
た
ち
で
自

主
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
最
も
身

近
な
住
民
自
治
組
織
で
す
。

　

自
分
た
ち
の
地
域
を
よ
り
良
い

も
の
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
住

む
人
が
地
域
の
こ
れ
か
ら
を
考
え

て
、
お
互
い
に
協
力
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
地
域
の
人
が
集
い
・

話
し
合
い
・
協
力
し
合
い
気
軽
に

付
き
合
う
こ
と
が
、
よ
り
良
い
地

域
を
つ
く
る
た
め
の
大
き
な
柱
と

な
り
ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
地
域
の
皆
さ
ん
と

交
流
を
深
め
、
住
み
良
い
地
域
づ

く
り
の
た
め
に
も
町
内
会
・
自
治

会
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

町
内
会
・
自
治
会
で
は
こ
ん
な
活

動
を
し
て
い
ま
す

・
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
・

維
持
管
理
な
ど

・
防
犯
灯
の
設
置
・
維
持
管
理
な

ど
・
地
域
の
環
境
美
化
活
動
（
側
溝

の
泥
上
げ
・
草
刈
り
・
公
園
の

清
掃
な
ど
）

・
交
通
安
全
活
動

・
防
災
・
防
犯
活
動

・
青
少
年
の
健
全
育
成
（
子
ど
も

会
活
動
）

・
町
内
会
・
自
治
会
で
の
交
流
活

動
（
運
動
会
・
盆
踊
り
・
秋
祭

り
な
ど
）

な
ど
、
日
常
生
活
で
町
内
会
・
自

治
会
の
活
動
に
支
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
日

ご
ろ
か
ら
地
域
の
皆
さ
ん
と
交
流

を
深
め
、
住
み
や
す
い
地
域
づ
く

り
の
た
め
に
も
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
核
と
な
る
町
内
会
・
自
治

会
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

災
害
の
と
き
に
は

　

災
害
時
に
は
、
隣
近
所
で
の
助

け
合
い
が
と
て
も
大
切
に
な
り
ま

す
。

　

非
常
時
に
自
主
的
な
防
災
活
動

が
効
果
的
に
行
わ
れ
る
た
め
に
は
、

平
時
か
ら
地
域
に
お
い
て
、
防
災

活
動
は
も
ち
ろ
ん
、
福
祉
や
地
域

づ
く
り
と
い
っ
た
様
々
な
分
野
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
ふ
だ
ん
か
ら

町
内
会
・
自
治
会
活
動
を
通
じ
て
、

近
所
の
皆
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
、
連
携
を
密

に
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　
「
自
分
た
ち
の
家
族
や
ま
ち
は

自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
意
識

を
持
っ
て
、
町
内
会
・
自
治
会
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
萩
・
石
見
空
港
」

利
用
促
進
に
つ
い
て

町
内
会
・
自
治
会
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
！
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地
域
づ
く
り
の
た
め
に

　

住
み
良
い
地
域
を
つ
く
る
た
め

に
、
地
域
の
課
題
を
話
し
合
っ
た

り
、
い
ろ
い
ろ
な
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
通
じ
て
住
民
の
皆
さ
ん

が
気
軽
に
交
流
で
き
る
機
会
を
つ

く
っ
て
い
る
の
も
、
町
内
会
・
自

治
会
で
す
。
よ
り
良
い
環
境
を
つ

く
り
、
安
全
で
安
心
な
地
域
づ
く

り
の
た
め
に
、
町
内
会
・
自
治
会

で
は
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

町
内
会
・
自
治
会
に
加
入
し
て
、

住
み
良
い
地
域
づ
く
り
に
参
加
し

ま
し
ょ
う
。

町
内
会
・
自
治
会
へ
の
加
入
方
法

　

町
内
会
・
自
治
会
へ
の
加
入
に

つ
い
て
は
、
近
所
の
会
員
の
皆
さ

ん
に
直
接
加
入
依
頼
を
し
て
く
だ

さ
い
。
近
所
に
会
員
が
い
な
い
、

町
内
会
・
自
治
会
の
連
絡
先
が
分

か
ら
な
い
場
合
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
政
策
課

（
☎
内
線
３
４
２
・
３
４
３
）

各
支
所
自
治
振
興
課

　

自
己
又
は
自
己
と
生
計
を
一
に

す
る
配
偶
者
や
そ
の
ほ
か
の
親
族

の
た
め
に
医
療
費
を
支
払
っ
た
場

合
に
は
、
一
定
の
金
額
の
所
得
控

除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
22
年
（
１
月
１
日
～
12
月

31
日
）
に
支
払
っ
た
医
療
費
が

10
万
円
又
は
所
得
金
額
の
５
％
を

超
え
た
場
合
、
最
高
で
２
０
０
万

円
ま
で
の
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
！

①　

対
象
と
な
る
の
は
10
万
円
以

上
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

※　

例
え
ば
、
65
歳
以
上
で
収
入

が
２
４
０
万
円
の
公
的
年
金
の

み
の
場
合
は
、
公
的
年
金
控
除

後
の
所
得
金
額
は
１
２
０
万
円

と
な
り
、
そ
の
５
％
で
あ
る
６

万
円
を
超
え
た
分
が
医
療
費
控

除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

②　

家
族
の
医
療
費
を
支
払
っ
た

場
合
、
そ
の
医
療
費
も
合
算
で

き
ま
す
。

※　

申
告
す
る
人
の
医
療
費
だ
け

で
な
く
、
生
計
を
一
に
す
る
配

偶
者
や
そ
の
ほ
か
の
親
族
の
た

め
に
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合
、

そ
の
医
療
費
も
合
算
し
て
申
告

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

医
療
費
控
除
の
申
告
に
必
要
な
も

の・
医
療
費
の
領
収
書
（
医
療
機
関

ご
と
に
仕
分
し
て
集
計
）

・
印
鑑

・
給
与
や
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収

票
な
ど
収
入
の
分
か
る
も
の

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
市
民
税
係

（
☎
内
線
２
２
７
・
２
３
２
・

２
３
５
）

　
「
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
（
エ
ル
タ
ッ
ク

ス
）」
は
、
全
国
の
地
方
公
共
団
体

が
共
同
で
運
営
す
る
地
方
税
の
総

合
窓
口
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
を
利
用
す
る
と
、

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
や
法
人

市
民
税
の
申
告
な
ど
、
地
方
税
に

関
す
る
手
続
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
て
簡
単
に
で
き
ま
す
。

　

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
利
用
手
続
や
詳

し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
ｅ
Ｌ
Ｔ

Ａ
Ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

http://w
w
w
.eltax.jp/

問
い
合
わ
せ
先

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク

（
☎
０
５
７
０-

０
８
１
４
５

９
）

利
用
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午

後
８
時
（
土
・
日
・
祝
・
年
末

年
始
を
除
く
。）

　

平
成
22
年
分
の
年
末
調
整
の
し

か
た
、
法
定
調
書
・
給
与
支
払
報

告
書
の
記
載
と
提
出
に
つ
い
て
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
11
月
18
日
㈭

午
後
２
時
～

場
所　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

対
象
地
区　
浜
田
市
全
域

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
税
務
署（
☎
�
０
４
５
８
）

　市税・国民健康保険料（税）・後期高齢者医
療保険料の納付・納付相談について、平日夜
間窓口を開設します。仕事などで日中の納付・
納付相談が困難な人や納め忘れていた人は、
ぜひ利用してください。
期間　11月25日㈭・26日㈮・29日㈪・30日㈫
　　　午後５時30分～７時30分
場所　市役所本庁２階徴収課⑰番窓口
※　本庁川側地階入口からお入りください。
問い合わせ先

本庁徴収課
（☎内線２１３・２１５）

税
務
・
納
税

所
得
税
・
市
民
税
県
民
税

医
療
費
控
除
に
つ
い
て

市
税
の
電
子
申
告
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い

浜
田
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

市税・国民健康保険料(税)・
後期高齢者医療保険料

夜間納付窓口を開設します
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

平
成
22
年
度
推
進
月
間
標
語

『
見
す
ご
す
な　
幼
い
子
ど
も
の

Ｓ
Ｏ
Ｓ
』

　

近
年
、
児
童
虐
待
に
関
す
る
相

談
件
数
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
子
ど
も
へ
の
虐
待
に
よ
っ
て

生
命
が
奪
わ
れ
る
な
ど
重
大
な
事

件
も
多
発
し
て
お
り
、
児
童
虐
待

問
題
は
社
会
全
体
で
早
急
に
解
決

す
べ
き
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

身
体
的
暴
力
・
言
葉
に
よ
る
脅

迫
・
適
切
な
食
事
を
与
え
な
い
・

極
端
に
不
潔
な
衣
服
及
び
居
住
環

境
・
乳
幼
児
を
置
い
て
の
外
出
な

ど
は
い
ず
れ
も
虐
待
行
為
で
す
。

　

児
童
虐
待
防
止
法
で
は
、
虐
待

を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
を

発
見
し
た
場
合
は
、
速
や
か
に
こ

れ
を
通
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
通
告
が

子
ど
も
や
保
護
者
へ
の
支
援
に
つ

な
が
る
こ
と
を
理
解
し
、
地
域
に

気
に
な
る
子
ど
も
が
い
る
場
合
は

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
通

告
し
た
場
合
、
通
告
者
の
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。

　

児
童
虐
待
の
発
生
予
防
、
早
期

発
見
・
早
期
対
応
の
た
め
に
、
皆

さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
児
童
相
談
所

（
☎
�
３
５
６
０
）

本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係

（
☎
内
線
１
９
１
・
１
６
２
）

　

豊
か
な
浜
田
の
特
色
を
生
か
し
、

食
育
を
市
民
運
動
と
し
て
、
よ
り

推
進
す
る
た
め
、
食
育
推
進
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
及
び
愛
称
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容　
浜
田
市
の
食
材
・
食

文
化
や
食
育
を
イ
メ
ー
ジ
で
き

て
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅

広
く
親
し
ま
れ
る
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
デ
ザ
イ
ン
及
び
愛
称
１
点

応
募
資
格　
市
内
在
住
の
人

応
募
締
切
日　
12
月
24
日
㈮
必
着

応
募
規
格
な
ど

・
作
品
の
サ
イ
ズ
は
縦
15
㎝
×
横

15
㎝
以
内
と
し
ま
す
。

・
画
材
・
色
彩
・
描
き
方
は
自
由

と
し
ま
す
。

・
作
品
の
下
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

愛
称
と
コ
ン
セ
プ
ト
（
作
品
説

明
）
を
添
え
て
く
だ
さ
い
。

・
応
募
作
品
は
、
未
発
表
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
作
品
に
限
り
ま
す
。

・
１
人
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す

が
、
応
募
用
紙
１
枚
に
つ
き
１

点
と
し
ま
す
。

応
募
方
法　
応
募
用
紙
【
本
庁
地

域
医
療
対
策
課
及
び
各
支
所
市

民
福
祉
課
（
三
隅
支
所
は
福
祉

課
）
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。】
に
①
住
所
②
氏

名
③
年
齢
④
電
話
番
号
⑤
職
業

又
は
学
校
・
保
育
所
（
園
）・

幼
稚
園
・
学
年
を
明
記
の
上
、

郵
送
又
は
提
出
窓
口
ま
で
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

審
査
及
び
発
表　
作
品
の
審
査
・

選
考
は
、
市
食
育
推
進
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
で
行
い
ま
す
。
入

賞
作
品
（
６
点
）
の
発
表
は
、

入
賞
者
に
直
接
連
絡
す
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
発
表

し
ま
す
。

表
彰　
平
成
23
年
２
月
６
日
㈰
開

催
予
定
の
「
第
５
回
食
育
フ
ェ

ス
タ
in
浜
田
」
で
、
浜
田
食
育

推
進
大
賞
（
採
用
作
品
）
１
点
・

浜
田
食
育
推
進
賞
５
点
に
副
賞

を
添
え
て
表
彰
し
ま
す
。

作
品
の
取
扱
い

・
応
募
さ
れ
た
作
品
は
返
却
し
ま

せ
ん
。

・
受
賞
作
品
の
著
作
権
は
、
市
食

育
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
に

帰
属
す
る
も
の
と
し
、
当
会
議

の
活
動
で
広
く
活
用
し
ま
す
。

・
応
募
さ
れ
た
個
人
情
報
は
、
当

募
集
の
目
的
以
外
に
は
使
用
し

ま
せ
ん
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課
内
浜
田

市
食
育
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
事
務
局
【
〒
６
９
７-

８
５

０
１　

殿
町
１
番
地
（
☎
内
線

１
４
７
）】

　

平
成
23
年
４
月
か
ら
新
た
に
進

学
予
定
の
子
ど
も
が
い
る
母
子
家

庭
及
び
寡
婦
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、

就
学
費
用
に
係
る
資
金
の
予
約
貸

付
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

対
象　
平
成
23
年
４
月
の
進
学
な

ど
を
希
望
し
て
い
る
次
に
該
当

す
る
人

・
児
童
を
扶
養
す
る
母
子
家
庭
の

母
又
は
児
童

・
20
歳
以
上
の
子
を
扶
養
す
る
寡

婦
又
は
20
歳
以
上
の
子

・
父
母
の
い
な
い
児
童

※　
「
児
童
」
と
は
20
歳
に
満
た

な
い
子
を
い
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
資
金

・
修
学
資
金
（
高
校
・
高
専
・
専

修
学
校
・
短
大
・
大
学
の
授
業

料
や
書
籍
代
な
ど
就
学
に
必
要

な
資
金
）

・
修
業
資
金
（
就
職
す
る
た
め
に

必
要
な
知
識
技
能
を
習
得
す
る

た
め
に
必
要
な
資
金
）

・
就
学
支
度
資
金
（
就
学
・
修
業

す
る
た
め
に
必
要
な
入
学
金
や

被
服
な
ど
の
購
入
資
金
）

申
請
書
提
出
期
限

第
１
次
締
切
日　
11
月
30
日
㈫

第
２
次
締
切
日　
平
成
23
年
２
月

28
日
㈪

※　

貸
付
は
い
ず
れ
も
無
利
子
で

す
。

※　

ほ
か
の
制
度
に
よ
る
奨
学
金

の
貸
与
を
受
け
る
場
合
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
内
線
１
６
７
）

子
育
て

11
月
は
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
で
す

浜
田
市
食
育
推
進
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
の
募
集

母
子
寡
婦
福
祉
資
金

（
修
学
資
金
な
ど
）

予
約
貸
付
に
つ
い
て
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・
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子

育

て

　

児
童
扶
養
手
当
法
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
８
月
１
日
㈰
か
ら
父
子

家
庭
の
父
に
も
児
童
扶
養
手
当
が

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

制
度
改
正
に
伴
う
特
例
措
置
は
、

次
の
と
お
り
で
す
の
で
、
対
象
と

思
わ
れ
る
人
は
早
め
に
手
続
し
て

く
だ
さ
い
。

１　

７
月
31
日
㈯
ま
で
に
、
父
子

家
庭
に
該
当
し
て
い
た
人

※　

11
月
30
日
㈫
ま
で
に
申
請
を

す
れ
ば
「
８
月
分
」
か
ら
支
給

し
ま
す
。

２　

８
月
１
日
㈰
以
降
、
11
月
30

日
㈫
ま
で
に
父
子
家
庭
に
該
当

す
る
こ
と
に
な
っ
た
人

※　

11
月
30
日
㈫
ま
で
に
申
請
を

す
れ
ば
「
要
件
に
該
当
し
た
日

の
翌
月
分
」か
ら
支
給
し
ま
す
。

３　

父
子
家
庭
に
該
当
す
る
人
が

11
月
30
日
㈫
を
過
ぎ
て
申
請
し

た
場
合

※　
「
申
請
の
翌
月
分
」
か
ら
支

給
し
ま
す
。

※　

支
給
要
件
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
内
線
１
６
２
）

　

平
成
17
年
か
ら
積
極
的
な
勧
奨

を
差
し
控
え
て
い
た
日
本
脳
炎
予

防
接
種
に
つ
い
て
、
新
し
い
ワ
ク

チ
ン
が
供
給
さ
れ
た
こ
と
を
受
け

て
、
平
成
22
年
度
か
ら
３
歳
児
に

対
す
る
積
極
的
な
接
種
勧
奨
を
再

開
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
接

種
機
会
を
逃
し
た
人
で
次
に
該
当

す
る
人
は
、
当
面
の
間
、
接
種
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

接
種
が
で
き
る
人

３
歳
～
７
歳
半
ま
で
の
人
・
９

歳
～
13
歳
ま
で
の
人
（
７
歳
半

～
９
歳
ま
で
の
人
は
、
９
歳
に

な
っ
て
か
ら
接
種
を
し
て
く
だ

さ
い
。）

接
種
期
間　
年
間
を
通
じ
て
接
種

で
き
ま
す
。

接
種
回
数　
第
１
期
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
接
種
し
た
回
数
が

・
０
回
の
人　

３
回

・
１
回
の
人　

２
回

・
２
回
の
人　

１
回

料
金　
無
料

申
込
方
法　
直
接
、
委
託
医
療
機

関
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

母
子
手
帳
を
必
ず
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課

（
☎
内
線
１
７
３
・
１
９
１
）

各
支
所
市
民
福
祉
課
（
三
隅
支

所
は
福
祉
課
）

　

う
ち
の
子
、
少
し
育
て
に
く
い

ん
で
す
…
。
そ
ん
な
悩
み
を
聞
い

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
子
ど

も
の
「
困
っ
た
行
動
」
が
育
て
に

く
さ
を
感
じ
る
き
っ
か
け
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
が
、

な
ぜ
そ
の
よ
う
な
行
動
を
す
る
の

か
、
周
り
は
ど
う
対
応
し
か
か
わ

り
を
持
つ
と
よ
い
の
か
な
ど
、
子

ど
も
の
発
達
を
と
お
し
て
一
緒
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

対
象　
子
育
て
支
援
に
か
か
わ
る

人
、
子
育
て
支
援
に
興
味
・
関

心
の
あ
る
人

日
時　
11
月
12
日
㈮

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　
浜
田
保
健
所
３
階
多
目
的

室
講
師　
木
下
勝
範
さ
ん
（
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
カ
レ
ッ
ジ
島
根

専
任
教
員
・
作
業
療
法
士
）

内
容

・
子
ど
も
の
発
達
を
理
解
し
よ
う

・
子
ど
も
の
発
達
を
促
す
か
か
わ

り
方
に
つ
い
て

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課

（
☎
内
線
１
７
３
・
１
９
１
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
１
２
５
３
）

各
支
所
市
民
福
祉
課
（
三
隅
支

所
は
福
祉
課
）

　

男
性
２
人
組
「
ロ
ケ
ッ
ト
く
れ

よ
ん
」
に
よ
る
楽
し
い
コ
ン
サ
ー

ト
で
す
。
子
ど
も
も
大
人
も
楽
し

め
ま
す
。

対
象　
就
学
前
児
童
と
そ
の
家
族

日
時　
12
月
11
日
㈯

①
午
前
の
部

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

②
午
後
の
部

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
す
く
す
く
」 

定
員　
午
前
の
部
１
０
０
人

午
後
の
部
１
０
０
人

参
加
費　
無
料

※　

た
だ
し
、
整
理
券
が
必
要
で

す
。
整
理
券
は
11
月
１
日
㈪
か

ら
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
す

く
す
く
」・
本
庁
子
育
て
支
援

課
・
各
支
所
市
民
福
祉
課
（
三

隅
支
所
は
福
祉
課
）
の
窓
口
で

配
布
し
ま
す
。

※　

午
前
11
時
30
分
～
午
後
１
時

30
分
の
間
、「
や
さ
か
風
の
里
」・

「
プ
チ
マ
タ
ン
」
の
ケ
ー
キ
や

パ
ン
の
販
売
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
す
く

す
く
」（
☎
�
１
２
５
３
）

日
時　
11
月
14
日
㈰（
小
雨
決
行
）

受
付
時
間　
午
前
９
時
～

出
発
時
間　
午
前
10
時

集
合
場
所　
国
府
公
民
館

コ
ー
ス　
４
㎞
コ
ー
ス
・
６
㎞
コ
ー

ス
※　

完
歩
し
た
人
に
は
完
歩
賞
が

あ
り
ま
す
。

参
加
費　
無
料

※　

保
険
料
は
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

協
会
が
負
担
し
ま
す
。

申
込
締
切
日　
11
月
12
日
㈮

※　

当
日
参
加
も
で
き
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

西
川
さ
ん
（
☎
０
９
０-

９
５

父
子
家
庭
に
お
け
る

児
童
扶
養
手
当
の
手
続

日
本
脳
炎
予
防
接
種
に

つ
い
て

子
育
て
応
援
研
修
会

ロ
ケ
ッ
ト
く
れ
よ
ん

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
in

す
く
す
く

健
康
・
福
祉

歩
く
健
康
づ
く
り
普
及
事
業

～
健
康
ウ
ォ
ー
ク
in
国
府
～
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

０
７-

１
７
５
５
）

国
府
公
民
館

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
１
２
７
０
）

　

視
野
が
狭
く
な
っ
た
、
視
力
が

落
ち
た
感
じ
が
す
る
、
夜
に
な
る

と
見
え
に
く
く
な
る
な
ど
眼
科
の

難
病
に
つ
い
て
の
症
状
や
療
養
生

活
に
関
す
る
相
談
を
、
専
門
医
師

が
受
け
ま
す
。
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象
疾
患　
眼
科
疾
患
（
網
膜
色

素
変
性
症
な
ど
）

診
察
医　
松
岡
陽
太
郎
さ
ん
（
島

根
大
学
医
学
部
眼
科
）

日
時　
11
月
15
日
㈪

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　
浜
田
保
健
所

定
員　
先
着
８
人

料
金　
無
料

申
込
締
切
日　
11
月
８
日
㈪

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
保
健
所
医
事
難
病
支
援
グ

ル
ー
プ　

中
村
さ
ん

（
☎
�
５
５
５
４
）

　近年、食生活の欧米化などにより大腸がんが急
激に増加しています。この機会に検診を受けま
しょう。
対象者　40歳以上
受診料　無料
検診方法及び日時
　郵送法となります。次の流れを確認し、間違い
のないようにお願いします。

健診の流れ

①　検診受付時に容器を配布します（各自
治区検診日程を確認してください）。

②　２日間採便し、便の容器を返信用封筒
に入れて下表の提出期間内に検査機関へ
送付してください。

③　結果通知は、検査容器提出後、２～３
週間で受診者へ送付されます。

問い合わせ先
本庁地域医療対策課健康推進係
（☎内線１４６・１６９）
各支所市民福祉課（三隅支所は福祉課）

各自治区検診日程
【浜田】

容器配布日 受付時間 会　場

11月17日㈬

 9：30～10：00 下有福研修センター
10：30～11：00 国府公民館
13：30～14：00 長沢２町内児童館
14：30～15：30 石見公民館

11月18日㈭
 9：30～10：30 長浜公民館
11：00～11：30 長浜商港会館
13：30～14：30 周布公民館

11月19日㈮

 9：30～ 9：50 美川西ふれあいセンター
10：30～11：00 大麻公民館
13：30～14：00 櫟田原公民館
14：30～15：30 美川公民館

11月16日㈫
　～19日㈮  8：30～17：00 市役所本庁地域医療対策課

（健康づくり推進室）
【金城】

容器配布日 受付時間 会　場

12月１日㈬

 9：00～10：00 久佐公民館（くざ会館）
10：30～11：30 かたらいの家
13：30～14：30 小国公民館（おぐに会館）
15：00～16：00 波佐公民館（ときわ会館）

12月２日㈭

 9：00～10：00 美又公民館（みまた会館）
10：30～11：30 今福公民館（ふれあい会館）
13：30～14：30 小笹集会所
15：00～17：00 市役所金城支所市民福祉課12月３日㈮  9：00～17：00

【旭】
容器配布日 受付時間 会　場
11月30日㈫  9：00～17：00 市役所旭支所市民福祉課

【弥栄】
容器配布日 受付時間 会　場
11月17日㈬  8：30～11：00 市役所弥栄支所市民福祉課
12月１日㈬  8：30～11：00 老人福祉センター

【三隅】
容器配布日 受付時間 会　場

11月15日㈪
 9：00～10：00 三保公民館
11：00～11：30 中組集会所
13：30～14：00 黒沢公民館

11月16日㈫

 9：00～10：00 海石集会所
11：00～11：30 三隅保健センター
13：30～14：00 白砂公民館
14：30～15：00 上室谷集会所

11月17日㈬
 9：00～ 9：30 みのり会館
10：30～11：00 市場集会所
13：30～14：30 岡見公民館

11月18日㈭
　～19日㈮  9：00～17：00 市役所三隅支所福祉課

ＪＡ島根厚生連（検査機関）

浜　田　市

受　診　者

自治区 提出期間
浜田 11月25日㈭～12月１日㈬
金城 12月６日㈪～13日㈪旭

弥栄 11月17日配布分 11月22日㈪～29日㈪
12月１日配布分 12月６日㈪～13日㈪

三隅 11月25日㈭～12月１日㈬

大腸がん検診を受けましょう

難
病
相
談

大腸がん検診を受けましょう
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

健 康 コラムコラム

　

浜
田
圏
域
で
は
、
介
護
予
防
の

た
め
、
元
気
な
と
き
か
ら
地
域
み

ん
な
で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る

介
護
予
防
体
操
『
元
気
ア
ッ
プ
！

ま
め
な
く
ん
体
操
』
を
普
及
し
て

い
ま
す
。
運
動
を
す
る
と
き
の
注

意
点
や
、
正
し
く
効
果
の
あ
る
体

操
が
実
施
で
き
る
よ
う
に
研
修
会

を
実
施
し
ま
す
。
ま
め
な
く
ん
体

操
を
実
施
し
て
い
る
団
体
や
、
こ

れ
か
ら
始
め
よ
う
と
し
て
い
る
人

の
参
加
を
募
集
し
ま
す
。

日
時　
11
月
24
日
㈬

午
後
２
時
～
４
時
（
予
定
）

場
所　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

申
込
締
切
日　
11
月
12
日
㈮

申
込
先

浜
田
保
健
所（
☎
�
５
５
５
１
）

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課
健
康
推

進
係
（
☎
内
線
１
６
９
）

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合

（
☎
�
１
５
２
０
）

浜
田
保
健
所（
☎
�
５
５
５
１
）

　１月以降のがん検診日程については、「平成22年
度各種健（検）診日程表」をご覧ください。
※　今年度から各種がん検診は、無料で受診するこ
とができます。

問い合わせ先
本庁地域医療対策課健康推進係
（☎内線１４６・１６９）
各支所市民福祉課（三隅支所は福祉課）

胃がん検診（予約不要）　　対象　40歳以上
実施日 受付時間 会　場

三
隅

11月４日㈭  8：30～ 9：00 黒沢公民館
10：30～11：00 白砂公民館

11月９日㈫  8：30～10：30 海石集会所
13：00～13：30 三隅保健センター

※　胃がん検診は空腹状態でないと受診できません。受診
６時間前には必ず食事を済ませてください。午後からの
受付については、検診当日の軽い朝食は結構です。

避けたほうが良い食品　肉類・貝類・天ぷら・ラーメン・
ねり製品・こんにゃく・海藻類・きのこなど

乳がん検診　　対象　35歳以上の女性
※　予約が必要です（検診日の２か月前から受付開始）。
申込先　県環境保健公社（☎�７４４２）

実施日 受付時間 会　場

浜
田

11月２日㈫  9：00～11：30 石見公民館
12月21日㈫  9：00～15：00 周布公民館
12月22日㈬  9：00～15：00 石見公民館
12月24日㈮  9：00～15：00 浜田保健所

金
城

11月２日㈫ 13：30～15：00 みどりかいかん

11月22日㈪  9：00～11：30 美又公民館（みまた会館）
13：30～15：00 久佐公民館（くざ会館）

11月24日㈬  9：00～11：30 波佐公民館（ときわ会館）
13：30～15：00 今福公民館（ふれあい会館）

11月25日㈭  9：00～11：30 小国公民館（おぐに会館）
13：30～15：00 みどりかいかん

旭

11月16日㈫  9：00～11：30 都川高齢者活動促進センター
13：30～15：00 市木生活改善センター

11月17日㈬  9：00～11：30 木田生活改善センター
13：30～15：00 重富生活改善センター

11月18日㈭  9：00～15：00 旭保健センター
弥
栄11月１日㈪  9：00～11：30 老人福祉センター

13：00～15：00 弥栄会館

　インフルエンザ感染防止のための日常生活の注
意点を確認しましょう。
手洗い・うがいをしっかりしましょう
　インフルエンザウイルスは、せきやくしゃみな
どで空気中に飛び散った飛沫を吸い込んで感染し
ます。また、その飛沫が付いた手指や、飛沫が付
いた物に触れることでも感染します。帰宅時や食
事前などは特に手洗い・うがいを心掛けましょう。
せきエチケットを守りましょう
　マスクには、せきやくしゃみ・鼻水などに含ま
れるウイルスが飛び散らないようにキャッチする
フィルターの効果があります。しかし、完全にウ
イルスの飛沫を防ぐことはできません。手洗い・
うがいを第一に、マスクを上手に使って感染予防
に心掛けましょう。

栄養睡眠を十分にとりましょう
　バランスのとれた食事と十分な睡眠で基礎体力
をつけましょう。
体調不良時の相談先・医療機関を確認しておきま
しょう
　かかりつけ医にスムーズに連絡・相談ができる
よう、事前に確認しておきましょう。発熱・せき
などのかぜ症状がある場合は、事前に医療機関に
電話をして指示を受け、マスクをして受診しま
しょう。
予防接種をうけましょう
　10月からインフルエンザの予防接種が開始と
なっています。詳しくは、10月に配布したチラシ
をご覧ください。

（本庁地域医療対策課）
※　次回12月号は、『食育』についてのコラムを掲載します。

インフルエンザを予防しよう！
～日常生活の注意点～

インフルエンザを予防しよう！
～日常生活の注意点～

11・12月各種がん検診の日程

元
気
ア
ッ
プ
！
ま
め
な
く
ん

体
操
リ
ー
ダ
ー
育
成
研
修
会

11・12月各種がん検診の日程
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寄 稿 コラムコラム

　いわゆる貸金業者（消費者金融・サラ金や商
工ローン）からの借金について、最近「過払い」
という言葉がよく用いられます。これはどのよ
うな意味なのでしょうか。
　「過払い」とは、文字通り、「払い過ぎ」とい
うことです。そもそも利息は、いくら取っても
かまわないというものではなく、法律で上限が
決まっています。利息制限法という法律で、原
則として元本10万円未満の場合は年２割、元本
10万円以上100万円未満の場合は年１割８分、
元本100万円以上の場合は年１割５分までとさ
れています。この制限を超えて利息を取り立て
ても、原則として無効です。
　ところが、平成22年６月18日に改正法が全面
施行されるまでは、貸金業者に限り、貸金業規
制法という別の法律で、法律の規定を充たした
受取証書を顧客に渡すことといった一定の厳し
い条件を満たした場合には、例外的に利息制限
法の制限を超える利息を約束したり、受け取っ

たりすることができるとされていたのです。貸
金業者は、自分たちはこの条件を守っていると
主張して、利息制限法の制限を超える利息を取
り立ててきたのです。
　ところが、過去の裁判の積み重ねにより、ほ
とんどの貸金業者は貸金業規制法の条件を守っ
ていなかったことが明らかになりました。貸金
業規制法の条件を守っていなかったのなら、取
引経過を利息制限法に基づいて計算し直すこと
になります。そうすると、借金が減ったり、逆
に払い過ぎを理由にお金を取り戻せる場合があ
るのです。おおむね、取引の期間が長いほど借
金の減り方も大きくなり、６年間から７年間取
引を継続している場合には過払いでお金を取り
戻せることが多いようです。
　なお、取引経過は、契約書や受取証書をなく
していても、貸金業者に請求すれば出してもら
えます。疑問のある人は、専門家に相談すると
良いでしょう。

　浜田圏域自殺予防連絡会委員である、はまだ市民総合法律事務所の
田上尚志弁護士から、自殺予防に関し、日ごろの業務の中での雑感を
コラムとして寄せてもらいました。今回は、自殺の危機要因の一つ、
負債に係る「過払い」についてです。
（田上弁護士からのコラムは、今後も不定期で掲載していきます。）
問い合わせ先　本庁高齢者障害者福祉課（☎内線１５７）

障
害
の
「
害
」
の
字
を
ひ
ら
が
な

表
記
に
変
更
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
「
害
」
と
い
う
漢
字
の

マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
考
慮
し
、

障
が
い
が
あ
る
人
の
人
権
を
尊
重

し
、
あ
わ
せ
て
市
民
の
皆
さ
ん
が

障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
10

月
１
日
㈮
以
降
に
新
た
に
作
成
・

掲
示
・
発
行
・
発
送
す
る
公
文
書

や
広
報
な
ど
か
ら
、「
障
害
」を「
障

が
い
」
と
ひ
ら
が
な
で
表
記
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
法
律
・
条
例
な
ど
で

使
用
さ
れ
て
い
る
用
語
、
関
係
団

体
の
名
称
、
関
係
施
設
の
名
称
な

ど
は
適
用
除
外
と
し
ま
す
。ま
た
、

市
条
例
や
担
当
課
の
名
称
な
ど
に

つ
い
て
は
、
平
成
23
年
３
月
末
ま

で
に
見
直
し
を
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
高
齢
者
障
害
者
福
祉
課

（
☎
内
線
１
５
７
）

　

島
根
県
で
は
、
子
育
て
支
援
の

更
な
る
充
実
の
た
め
、
乳
幼
児
の

医
療
費
に
対
す
る
負
担
の
軽
減
を

行
い
ま
す
。

変
更
点

１　
「
３
歳
未
満
児
」
の
助
成
内

容
を
、「
３
歳
以
上
就
学
前
児
」

ま
で
拡
大
し
ま
す
。

※　

平
成
21
年
５
月
診
療
分
か
ら
、

市
の
単
独
助
成
に
よ
り
「
３
歳

以
上
就
学
前
児
」
の
自
己
負
担

上
限
額
は
「
３
歳
未
満
児
」
と

同
じ
で
す
。
市
の
単
独
助
成
で

は
、
浜
田
市
・
江
津
市
・
益
田

市
以
外
の
医
療
機
関
な
ど
の
窓

口
で
は
対
応
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、12
月
１
日
㈬
か
ら
は
、

県
内
の
医
療
機
関
な
ど
で
窓
口

対
応
が
可
能
で
す
。

２　
「
３
歳
以
上
就
学
前
児
」
の
、

所
得
制
限
を
撤
廃
し
ま
す
。

※　

現
在
、
所
得
超
過
な
ど
に
よ

り
乳
幼
児
医
療
受
給
資
格
証
を

持
っ
て
い
な
い
人
に
は
、
個
別

に
案
内
を
し
て
い
ま
す
。
ま
だ

申
請
を
し
て
い
な
い
人
は
手
続

執務雑感②　「過払い」について
弁護士　田上尚志

「
障
が
い
」の
表
記
に
つ
い
て

保
険
・
医
療
・
年
金

12
月
１
日
㈬
か
ら
乳
幼
児
医
療

費
助
成
制
度
が
変
わ
り
ま
す
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を
し
て
く
だ
さ
い
。

３　
「
３
歳
以
上
就
学
前
児
」
の
、

毎
年
の
更
新
手
続
が
不
要
に
な

り
ま
す
。

４　

乳
幼
児
医
療
受
給
資
格
証
の

有
効
期
限
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

※　

従
来
の
有
効
期
限
は
、「
３
歳

未
満
児
」
が
３
歳
誕
生
月
の
月

末
ま
で
、「
３
歳
以
上
就
学
前

児
」
が
11
月
30
日
ま
で
で
し
た

が
、
小
学
校
に
入
学
す
る
直
前

の
３
月
31
日
ま
で
有
効
の
証
に

切
り
替
わ
り
ま
す
。

※　

既
に
「
３
歳
未
満
児
」（
水
色
）

や
「
３
歳
以
上
就
学
前
児
」（
紫

色
）
の
証
を
持
っ
て
い
る
乳
幼

児
医
療
受
給
資
格
者
に
は
、
11

月
下
旬
に
新
し
い
有
効
期
限
の

証
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
申
請

は
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課
医
療
年
金
係

（
☎
内
線
１
２
３
・
１
６
８
）

新しい制度（12月１日㈬から）

対象 所得制限
医療機関窓口
などでの自己
負担割合

自己負担の
上限額

出生～
就学前

通院
なし

１割
1,000円

入院 2,000円
薬局など なし

※　就学後20歳未満の慢性呼吸器疾患等11疾患群の助成
申請については現行どおりです（所得制限も継続しま
す）。

　

11
月
12
日
㈮
～
25
日
㈭
は
“
女

性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運

動
”
期
間
で
す
。

　

Ｄ
Ｖ
と
は
、
配
偶
者
や
恋
人
な

ど
親
密
な
関
係
に
あ
る
相
手
か
ら

ふ
る
わ
れ
る
暴
力
の
こ
と
で
、
身

体
的
暴
力
だ
け
で
な
く
、精
神
的
・

性
的
暴
力
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
は
犯
罪
に
も
な
る
重
大
な

人
権
侵
害
で
あ
る
と
と
も
に
個
人

の
尊
厳
を
害
す
る
も
の
で
、
決
し

て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

Ｄ
Ｖ
の
被
害
を
受
け
て
い
る
人
に

　

配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
を
一

人
で
何
と
か
し
よ
う
と
悩
ん
だ
り
、

自
分
を
責
め
た
り
、「
自
分
さ
え

我
慢
す
れ
ば
」
と
あ
き
ら
め
た
り

し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

家
庭
内
の
暴
力
を
人
に
相
談
す

る
の
は
勇
気
の
い
る
こ
と
で
す
が
、

こ
の
ま
ま
暴
力
を
受
け
続
け
る
こ

と
に
よ
り
、
自
分
自
身
や
子
ど
も

に
大
き
な
傷
を
負
わ
せ
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。

　

一
人
で
悩
ま
ず
に
、
ま
ず
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。秘
密
は
厳
守
し
、

あ
な
た
と
一
緒
に
解
決
策
を
考
え

ま
す
。

身
近
な
人
が
Ｄ
Ｖ
を
受
け
て
い
る

の
に
気
付
い
た
人
に

　

Ｄ
Ｖ
は
家
庭
内
で
行
わ
れ
る
こ

と
が
多
く
、
外
部
か
ら
発
見
す
る

こ
と
が
困
難
で
す
。

　

ま
た
、
被
害
者
も
保
護
を
求
め

る
こ
と
を
た
め
ら
う
こ
と
か
ら
、

「
Ｄ
Ｖ
防
止
法
」
で
は
、
配
偶
者

な
ど
か
ら
の
暴
力
を
受
け
て
い
る

人
を
発
見
し
た
人
は
通
報
す
る
よ

う
努
め
る
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

被
害
者
に
対
し
、
受
け
て
い
る

暴
力
が
Ｄ
Ｖ
に
あ
た
る
こ
と
を
伝

え
、
相
談
窓
口
に
相
談
す
る
よ
う

助
言
し
て
く
だ
さ
い
。

料
金　
無
料

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
児
童
相
談
所
女
性
相
談
窓

口
（
☎
�
３
４
３
４
）

本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係

（
☎
内
線
１
６
２
・
１
６
７
）

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
及
び
全
国

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
11

月
15
日
㈪
か
ら
21
日
㈰
ま
で
の
１

週
間
を
、
全
国
一
斉
強
化
週
間
と

設
定
し
、
県
に
お
い
て
も
、
次
の

と
お
り
電
話
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

や
、
職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、ス
ト
ー
カ
ー

行
為
を
は
じ
め
、
日
常
生
活
で
の

悩
み
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に

電
話
を
し
て
く
だ
さ
い
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０

日
時　
11
月
15
日
㈪
～
21
日
㈰

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

（
土
・
日
曜
日
は
午
前
10
時
～

午
後
５
時
）

料
金　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

松
江
地
方
法
務
局
浜
田
支
局

（
☎
�
０
９
５
９
）

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
（
☎
内
線
２
５
９
・
２
６

９
）

　

ど
な
た
で
も
気
軽
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

三
隅
中
学
校
人
権
集
会

日
時　
11
月
15
日
㈪

午
後
１
時
40
分
～
３
時
40
分

場
所　
三
隅
中
学
校
体
育
館

演
題　
「
生
き
る
」
と
い
う
こ
と

講
師　
向
村
成
人
さ
ん
（
源
氏
蛍

の
会
代
表
）

長
浜
小
学
校
人
権
集
会

日
時　
11
月
16
日
㈫

午
後
２
時
～
４
時

場
所　
長
浜
小
学
校
体
育
館

演
題　
人
間
、
み
ん
な
ち
が
っ
て

み
ん
な
い
い
と
感
じ
ら
れ
る
世

界
を

講
師　
も
り
い
さ
む
さ
ん（
み
す
ゞ

こ
う
ぼ
う
代
表
）

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
（
☎
内
線
２
５
９
）

三
隅
中
学
校（
☎
�
０
０
６
２
）

長
浜
小
学
校（
☎
�
０
２
２
１
）

人
権

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
は
犯
罪
で
す

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

人
権
集
会
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ど
な
た
で
も
気
軽
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
25
日
㈭

午
後
１
時
30
分
～
４
時
40
分

場
所　
ジ
ョ
イ
プ
ラ
ザ

講
演
会

演
題　
男
女
共
同
参
画
の
歩
み

講
師　
本
田
雄
一
さ
ん
（
島
根
県

立
大
学
学
長
）

対
談

対
談
者

・
本
田
雄
一
さ
ん

・
猪
野
郁
子
さ
ん
（
し
ま
ね
女
性

セ
ン
タ
ー
常
務
理
事
兼
館
長
）

・
澤
ア
ツ
子
さ
ん
（
島
根
大
学
教

授
・
男
女
共
同
参
画
室
長
）

・
月
森
衛
さ
ん
（
県
西
部
県
民
セ

ン
タ
ー
商
工
労
政
事
務
所
長
）

参
加
費　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
内
浜
田
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
務
局
（
☎
内
線
２
６
９
）

　

市
で
は
、
教
育
振
興
計
画
（
平

成
18
年
度
策
定
）
を
改
定
す
る
に

あ
た
り
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
反
映
す
る
た
め
、
審
議
会

委
員
の
一
部
を
公
募
し
ま
す
。

応
募
資
格　
４
月
１
日
現
在
、
市

内
に
在
住
し
て
い
る
20
歳
以
上

の
人
で
、
平
日
の
会
議
に
出
席

可
能
な
人

募
集
人
数　
３
人
以
内

任
期
・
開
催
日
数

12
月
か
ら
平
成
23
年
３
月
31
日

㈭
ま
で
の
間
に
３
回
程
度
開
催

予
定

応
募
方
法　
次
の
事
項
を
記
入
の

上
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル

又
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
（
書

式
は
問
い
ま
せ
ん
）。

①　

浜
田
市
の
教
育
に
関
す
る
意

見
を
８
０
０
字
程
度
に
ま
と
め

た
作
文

②　

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・

性
別
・
職
業
・
電
話
番
号

応
募
締
切
日　
11
月
15
日
㈪
必
着

選
考
結
果　
応
募
者
全
員
に
通
知

し
ま
す
。

費
用
弁
償
・
報
酬

　

市
の
規
定
に
よ
り
支
払
い
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
教
育
総
務
課【
〒
６
９
７-

８
５
０
１　

殿
町
１
番
地

（
☎
内
線
４
５
４
・
▢ＦＡＸ
�
５
０

９
０
）】

Em
ail:kyouikusoum

u@
city.

ham
ada.shim

ane.jp

中
国
語
講
座
（
入
門
編
）

　

市
国
際
交
流
員
の
王
一
鳴
さ
ん

に
、
１
月
か
ら
の
中
国
語
講
座
の

入
門
に
な
る
講
習
会
を
開
催
し
て

も
ら
い
ま
す
。
中
国
語
は
全
く
初

め
て
、と
い
う
人
も
大
歓
迎
で
す
。

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
ど
な
た
で
も

日
時　
11
月
26
日
㈮
・
12
月
３
日

㈮
（
全
２
回
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所　
石
見
公
民
館
和
室

定
員　
15
人

料
金　
６
０
０
円

（
会
員
３
０
０
円
）

申
込
締
切
日　
11
月
25
日
㈭

親
子
国
際
交
流
サ
ロ
ン

　

小
学
生
以
下
の
子
ど
も
の
い
る

皆
さ
ん
、
親
子
で
一
緒
に
国
際
交

流
を
し
ま
せ
ん
か
？
韓
国
・
中
国
・

ア
メ
リ
カ
の
絵
本
を
、
市
国
際
交

流
員
３
人
に
日
本
語
で
読
ん
で
も

ら
い
、
そ
の
後
は
親
子
で
楽
し
め

る
各
国
の
遊
び
を
し
ま
し
ょ
う
！

お
菓
子
と
ジ
ュ
ー
ス
も
出
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
、
気
軽
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象　
０
歳
～
６
歳
ま
で
の
子
ど

も
と
親

日
時　
11
月
27
日
㈯

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　
旭
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員　
30
人
（
親
子
15
組
ま
で
）

料
金　
親
子
で
１
０
０
円

（
会
員
親
子
は
無
料
）

申
込
締
切
日　
11
月
26
日
㈮

対
象　
市
民
の
人
な
ら
ど
な
た
で

も
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
初
心
者
大

歓
迎
）

日
時　
11
月
21
日
㈰

午
前
８
時
～
正
午

場
所　
国
府
小
学
校
体
育
館

種
目　
「
バ
ウ
ン
ス
ボ
ー
ル
」
と

「
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
」
の
ど
ち

ら
か
１
つ
を
選
択

チ
ー
ム
編
成

バ
ウ
ン
ス
ボ
ー
ル

３
人
以
上
で
１
チ
ー
ム
（
試

合
中
の
交
代
は
可
能
で
す
が
、

コ
ー
ト
内
は
３
人
） 

シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド

２
人
以
上
で
１
チ
ー
ム
（
試

合
中
の
交
代
は
可
能
で
す
が
、

コ
ー
ト
内
は
２
人
） 

※　

組
合
せ
は
当
日
決
定
し
ま
す
。

※　

ル
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
当
日

受
付
後
、
初
心
者
講
習
を
行
い

ま
す
。

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
室

内
用
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

参
加
費　
無
料

申
込
締
切
日　
11
月
16
日
㈫

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
グ
ル
ー
プ
名
・
代

表
者
・
連
絡
先
を
確
認
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
生
涯
学
習
課

（
☎
内
線
４
５
８
）

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
国
際
交
流
協
会　

塚
﨑

さ
ん
（
☎
�
１
２
４
１
）

第
31
回
女
性
の
生
き
方
を

考
え
る
集
い

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

浜
田
市
教
育
振
興
計
画

審
議
会
委
員
の
募
集

浜
田
国
際
交
流
協
会
か
ら

浜
田
市
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い
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　大人と子どものコミュニケーション能力の向上を目的とした
「ふるまい向上プロジェクト2010」が、９月29日㈬と30日㈭の
２日間、三隅公民館で開催され、約120人が参加しました。
　当日は、ＮＰＯ法人あそび環境Museumアフタフ・バーバ
ンの千葉知江子さんと金子ザンさんを講師に迎え、身体を使っ
ての「歌の宝物探しゲーム」や「回覧板ゲーム」など、いろい
ろな「あそび」を行いました。
　参加者は、「親子でゲームに参加できて、とても楽しかった。」
と笑顔で話していました。

　９月26日㈰、瀬戸ケ島地区埋立地において「平成22年度浜田
市防災水防訓練」を実施しました。今年度は、「島根県西部で
大規模な地震が発生し、住宅の倒壊や土砂崩れが発生、海岸部
では津波の来襲が予想される」との想定で行いました。
　訓練では、16団体約550人が参加し、避難誘導や倒壊家屋か
らの救出訓練、緊急救援物資の輸送訓練、海上救助訓練、遠距
離送水消火訓練など、各機関・団体が相互の連携を確認しなが
ら真剣に訓練に臨み、防災意識の高揚につながる訓練になりま
した。

　三隅町井野出身の元東京農業大学長の故三浦肆
し

玖
く

樓
ろ う

さんの功
績を讃えて、三隅中央公園近くに石碑が建立され、10月３日㈰、
関係者が一堂に会して除幕式が行われました。
　三浦さんは、昭和34年に第５代の東京農業大学長に就任され、
日本の農業振興と次世代の日本の農業を担う若者の育成に尽力
されました。三浦さんは、昭和36年に亡くなられましたが、そ
の後、同大学の県内の同窓会関係者が中心となって、10年越し
でこのたびの建立となりました。

親子で風船当てゲームをしました

浜田ライフセービングクラブによる海上救助訓練

除幕式の様子

　親子で本に親しんでもらおうと９月28日㈫、０～３歳児と保
護者を対象とした「ブッくんのおはなし会」が旭センターで開
催されました。
　読みきかせボランティアが中心となり、参加した約40人の親
子に、紙芝居や絵本の読みかたりを行いました。
　今市公民館長扮するブッくんの登場や手遊び、音楽に合わせ
た踊りも行われ、参加者は親子でふれあい、絵本に親しみ楽し
い時間を過ごしました。

楽しいお話に聞き入る参加者たち

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い

元東京農業大学長
故三浦肆玖樓さんを讃える みすみ

「あそび」の楽しさを体感
～ふるまい向上プロジェクト～

みすみ

災害時に備えて！
～平成22年度 浜田市防災水防訓練を実施～

親子で本にふれあう
～旭図書館ブッくんのおはなし会～

あさひ
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　９月25日㈯、『第２回島村抱月ウォーキング大会』が開催さ
れ約50人が参加し、秋の自然に触れながら約６kmのコースを歩
き、心地よい汗を流しました。
　久佐公民館前を出発した参加者たちは、「近代演劇の父」と
いわれる郷土出身の島村抱月（1871～1918年）が幼年期を過ご
した金城町久佐地区で、地元ボランティアガイドの説明を受け
ながら、抱月ゆかりの地を巡りました。また、ウォーキング終
了後、抱月生誕の地である小国地区へ車で移動し、島村抱月顕
彰の杜

も り

公園などを訪れる参加者もありました。 抱月ゆかりの地を巡る参加者（後方：久佐八幡宮）

　今年10月に開庁２年を迎えた島根あさひ社会復帰促進セン
ターで９月23日㈷、一般見学会が開催され、約320人の市民ら
が訪れました。
　施設の概要をＤＶＤで見た後、同センター職員の説明を聞き
ながらクリーニング作業や車の部品組み立て作業を行う訓練施
設や面会室などを見学しました。
　参観者は「鉄格子がないので圧迫感がなく、施設が明るい。
イメージと違った。」と話していました。

　秋の全国交通安全運動期間中（９月21日㈫～ 30日㈭）の９
月23日㈷、国道186号線の若林バス停付近（金城町七条）で、
太鼓演奏グループ「きんたわらべ花太鼓」の子どもたちが交通
安全街頭啓発キャンペーンを実施しました。
　この日、浜田警察署から、同グループの２人がちびっこおま
わりさんとして任命されました。また、キャンペーンでは、お
そろいの法

は っ

被
ぴ

姿で太鼓を打ち鳴らす一方、自分たちで作った折
鶴付きの手紙や啓発用チラシ・グッズをドライバーに手渡し「安
全運転をお願いします」と呼びかけました。 交通安全を呼びかける子どもたち

職員の説明を聞きながら訓練施設を見学

　さわやかな秋晴れとなった９月17日㈮、旭町山ノ内の田村農
園で地元木田小学校の児童12人が、旭特産の赤梨「豊水」の収
穫を行いました。
　今年は、春の寒さや夏の猛暑により梨の生育には厳しい気候
であったため昨年より量は少ないものの、受粉作業や摘果作業
を行い、生育を見守ってきた児童たちは約150個の梨を収穫し
ました。
　作業の後には、採りたての梨を食べ「おいしい」と笑顔で話
していました。梨を収穫する児童たち

ま ち の 　 わ だ いま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

島村抱月ゆかりの地を巡る
～第2回島村抱月ウォーキング大会～

かなぎ

地域との共生 市民が施設見学
～島根あさひ社会復帰促進センター見学会～

あさひ

子どもたちによる交通安全の取り組み
～秋の全国交通安全運動～

かなぎ

実りの秋　旭の赤梨を収穫
～木田小学校　梨の収穫作業～

あさひ



広報はまだ：平成22年11月号　　　24

　９月12日㈰、平成22年度弥栄自治区敬老会が開催され、224
人が参加しました。当日は、多年にわたる地域への貢献を表彰
する地域功労高齢者表彰として８人、結婚50年を祝う金婚者表
彰として12組の夫婦が表彰されました。
　また、子どもたちからのお祝いとして、小学校と中学校の児
童・生徒から踊りや合唱の発表がありました。発表の後、小学
生が会場内を肩たたきして回ると、参加した皆さんはうれしそ
うに笑顔をみせていました。

　このたび、岡見保育所幼年消防クラブ（台
だ い

部
べ

頼
よ り

子
こ

所長）が長
年にわたる防火教育及び普及活動が認められ、県知事表彰を受
賞しました。
　このクラブは、幼年期に消防研修を行い、火に対する正しい
しつけを身につけさせ、保育所及び家庭からの火災の減少を図
るとともに、人命を尊重する社会人としての素地を育成するこ
とを目的として、平成５年10月15日に結成されました。地域住
民とのふれあいを中心とした活動は、明るい地域づくりの原動
力となっています。

　９月11日㈯、｢第２回浜田市人権尊重のまちづくり推進大会｣
を開催しました。
　中学生の人権作文発表につづき、人権を考える市民グループ
「べっぴんの会」と「ミッフィーの会」による実践発表を行い
ました。基調講演では、元警視庁刑事であり犯罪学者の北芝健
さんに「少年少女を取り巻く現状～犯罪多発社会における“人
権”を考える～」と題し講演をいただきました。
　人権問題について、お互いに、気づき、学び、考えてみる１
日となりました。

感謝を込めて肩たたき

島根県知事より表彰状を授与されました

人権作文「心の目」を発表する浜田東中学校３年三浦皐さん

　９月10日㈮、弥栄小学校５年生が総合学習の一環として、
稲刈り体験を行いました。この稲刈り体験は、小学校近く
の水田を借り、地元の人に協力してもらいながら毎年行っ
ているものです。
　これまで春の田植えから始まり、肥料やりや草取り作業
など、農家の皆さんが日ごろ行っている農作業を体験し、
米作りの大変さを学習してきました。
　一生懸命育ててきた稲の収穫に、みんな満足そうな笑顔
を見せていました。 私たちがしっかり育てました

まちのわだい ♥Town Topics

平成22年度弥栄自治区敬老会

防火教育・普及活動に貢献
～岡見保育所幼年消防クラブが県知事表彰を受賞～

人権尊重のまちをめざし推進大会を開催

やさか

立派な稲に育ちました
～弥栄小学校　稲刈り体験～

やさか
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じゃあ、読もう。

旭図書館（☎�１４４０）
○開館時間
　午前９時～午後５時
　（第１・第３日曜日は午後４時～６時）
○休館日　日曜日及び祝日

金城図書館（☎�１８２３）
○開館時間
　月～土　午前９時～午後５時
　　日　　午前９時～正午
○休館日　祝日

浜田図書館（☎�０４８０）
○開館時間
　月～金　午前９時～午後７時
　土・日　午前９時～午後５時
○11月の休館日　３日㈷・23日㈷・30日㈫

秋
の
読
書
週
間（
10
月
27

日
～
11
月
９
日
）に
合
わ
せ

て
次
の
と
お
り
行
事
を
開
催

し
ま
す
。

お
は
な
し
マ
ラ
ソ
ン

い
ろ
い
ろ
な
人
が
、
お
気

に
入
り
の
本
を
リ
レ
ー
の
よ

う
に
読
み
つ
な
い
で
い
き
ま

す
。飛
び
入
り
大
歓
迎
で
す
。

対
象　

幼
児･

小
学
生
と
保

護
者

日
時　
11
月
６
日
㈯

午
前
10
時
～
11
時

場
所　
浜
田
図
書
館

秋
の
朗
読
会

文
学
作
品
の
朗
読
を
じ
っ

く
り
と
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

対
象　
中
学
生
以
上

日
時　
11
月
６
日
㈯

午
後
２
時
～
３
時

場
所　
浜
田
図
書
館

本
の
リ
サ
イ
ク
ル
市

家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
本
を
必

要
な
人
に
持
っ
て
帰
っ
て
も
ら

い
、
再
利
用
し
て
も
ら
い
ま
す
。

日
時　
11
月
７
日
㈰

午
前
９
時
30
分
～

場
所　
浜
田
図
書
館

※　
「
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
市
」
の

本
を
集
め
て
い
ま
す
。
家
庭
で

不
用
に
な
っ
た
本
が
あ
れ
ば
浜

田
図
書
館
に
持
っ
て
き
て
く
だ

さ
い
（
百
科
事
典
は
受
け
付
け

て
い
ま
せ
ん
）。

受
付
期
間　
11
月
５
日
㈮
ま
で

問
い
合
わ
せ
先　
浜
田
図
書
館

紹介者　浜田市議会議長　牛尾博美
図書名　地底旅行
著者名　ジュ―ル・ヴェルヌ

ドイツの変わり者の学者が古本屋で見つけ
た本の中に記された暗号を解く。

それが過去の探検家が遭遇した地球内部へ
の道しるべだった。アイスランドの火山の火
口から未知の世界への旅。地底は何億年前の
想像を超えた世界。私の好奇心と夢は大き
くふくらみ、ピグミー族の探検など様々な
フィールドワークを経験し、今の私の原点と
言える一冊です。

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

ど
ん
ぐ
り
む
ら
の
ぼ
う
し
や
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

な
か
や
み
わ

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
ば
あ
さ
ん

　
　

ハ
イ
ン
ツ
・
ヤ
ー
ニ
ッ
シ
ュ

か
あ
さ
ん
あ
ひ
る
の
た
び

　
　
　
　

エ
リ
ッ
ク
・
バ
ト
ゥ
ー

い
ち
ば
ん
あ
い
さ
れ
て
る
の
は
ぼ

く　
　
　
　
　
　
　
　

宮
西
達
也

世
界
の
ア
ー
ト
図
鑑

レ
ベ
ッ
カ
・
ラ
イ
オ
ン
ズ
、
エ
ミ

リ
ー
・
シ
ュ
ラ
イ
ナ
ー

お
お
き
な
木

　

シ
ェ
ル
・
シ
ル
ヴ
ァ
ス
タ
イ
ン

お
ば
け
の
お
は
る
さ
ん
と
と
ら
ね

こ
フ
ニ
ャ
ラ　
　
　
　

末
吉
暁
子

１
０
０
km
！　
　
　
　

片
川
優
子

■
大
人
向
け
の
本
■

自
由
高
さ
Ｈ　
　
　

穂
田
川
洋
山

か
ら
く
り
が
た
り　
　

西
澤
保
彦

特
異
家
出
人　
　
　
　

笹
本
稜
平

ト
ロ
イ
メ
ラ
イ　
　
　

池
上
永
一

ス
ト
ー
リ
ー
・
セ
ラ
ー　
有
川
浩

浅
草
の
お
ん
な　
　
　

伊
集
院
静

本
朝
金
瓶
梅　
　
　
　

林
真
理
子

数
学
の
魔
法
の
宝
箱

　
　
　

イ
ア
ン
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト

ヒ
ー
ロ
ー
の
作
り
方

　
　
　

オ
ッ
ト
ー
・
ペ
ン
ズ
ラ
ー

手
づ
く
り
す
る
木
の
ス
ツ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
川
栄
明

★
絵
本
の
よ
み
き
か
せ

日
時　
毎
週
金
曜
日

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

う
み
の
お
ふ
ろ
や
さ
ん

　
　
　
　
　
　

と
よ
た
か
ず
ひ
こ

雲
の
は
し
ご　
　
　

梨
屋
ア
リ
エ

八
月
の
暑
さ
の
な
か
で

　
　
　
　

Ｗ
・
Ｆ
・
ハ
ー
ヴ
ィ
ー

お
や
お
や
、
お
や
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　

石
津
ち
ひ
ろ

ど
う
し
て
そ
ん
な
か
お
？
虫

　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
沢
重
雄

む
し
の
か
お　
　
　
　
　

新
開
孝

■
大
人
向
け
の
本
■

ぼ
く
を
わ
か
っ
て
！

　
　

阿
蘭
ヒ
サ
コ
・
冨
部
志
保
子

喫
煙
室
〈
第
21
集
〉
く
つ
ろ
ぎ
の

時
間　
　
　

「
喫
煙
室
」
編
集
部

エ
コ
な
手
づ
く
り
雑
貨
―
散
歩
で

暮
ら
し
で　
　
　
　

蔭
山
は
る
み

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・
紙
芝
居

（
大
型
）・
立
体
読
み
聞
か
せ
「
狂

言
」
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時　
11
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰

（
６
日
㈯
は
午
後
の
み
）

場
所　
ふ
れ
あ
い
ジ
ム
・
か
な
ぎ

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

お
お
き
な
木

　

シ
ェ
ル
・
シ
ル
ヴ
ァ
ス
タ
イ
ン

ど
ろ
ん
こ
ろ
ん
ど　
　

北
野
勇
作

き
の
み
の
ケ
ー
キ

　
　
　
　
　
　
　

た
る
い
し
ま
こ

せ
い
か
つ
の
図
鑑　
　
　

小
学
館

獣
の
奏
者
外
伝　
　

上
橋
菜
穂
子

■
大
人
向
け
の
本
■

再
会　
　
　
　
　
　
　
　

横
関
大

ア
リ
ア
ド
ネ
の
弾
丸　
　

海
堂
尊

悪
の
教
典

（上）　
（下）　
　
　

貴
志
祐
介

ス
ト
ー
リ
ー
・
セ
ラ
ー　
有
川
浩

小
さ
い
お
う
ち　
　
　

中
島
京
子

乙
女
の
密
告　
　
　
　

赤
染
晶
子

手
あ
そ
び
う
た
ブ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　

永
岡
書
店
編
集
部

図

書

館

情

報

秋
の
読
書
週
間
行
事

≪私の心に残る１冊≫

浜 

田 

図 

書 

館

金 

城 

図 

書 

館

さ
ざ
ん
か
祭
り

で
ま
え
と
し
ょ
か
ん

旭 

図 

書 

館
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✚

✚

石
正
美
術
館
で
は
、
企
画
展
「
ノ

ス
タ
ル
ジ
ア
―
石
本
正
の
愛
し
た
音

楽
・
文
学
・
映
画
―
」
を
好
評
開
催

中
で
す
。

会
場
に
は
、
石
本
正
が
、
音
楽
・

文
学
・
映
画
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
描

い
た
作
品
と
、
石
本
を
感
動
さ
せ
た

現
代
日
本
画
家
の
珠
玉
の
作
品
な
ど

62
点
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

石本正「富美代」（2002年）

石
本
の
描
い
た
「
富
美
代
」
は
、

親
交
の
あ
っ
た
川
端
康
成
の
思
い
出

が
描
か
せ
て
く
れ
た
作
品
。
川
端
と

過
ご
し
た
日
々
は
今
も
し
っ
か
り
彼

の
胸
に
刻
ま
れ
、
作
品
に
反
映
さ
れ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

11
月
20
日
㈯
の
夕
方
か
ら
は
、
広

島
交
響
楽
団
メ
ン
バ
ー
が
来
館
し
、

「
石
本
正
の
愛
し
た
音
楽
」
を
テ
ー

マ
に
音
楽
会
を
行
い
ま
す
（
音
楽
会

は
入
場
無
料
で
す
）。

料
金一

般　

６
０
０
円
（
５
０
０
円
）

高
大
生
３
０
０
円
（
２
４
０
円
）

小
中
生
２
０
０
円
（
１
６
０
円
）

※　
（　

）
内
は
団
体
料
金

《展示室》
企画展「ノスタルジア―石本正の愛した音
楽・文学・映画―」
　　12月５日㈰まで

《ギャラリー展示》
描楽連展～人物を描く～

11月５日㈮まで
萬葉乃古衣　－古布再生　日本の美展ー

11月６日㈯～19日㈮
第10回室谷棚田写真展

11月20日㈯～12月５日㈰

《イベント情報》
古布を使ったネックレス作り（材料費500円）

11月６日㈯　午後１時～４時
石正美術館まつり

11月13日㈯・14日㈰　終日
音楽会「石本正の愛した音楽」

11月20日㈯　午後６時30分～８時
（出演：広島交響楽団）

ピアノ連弾パーティー
11月21日㈰　午後２時～３時

第33回石本正絵画教室（要予約）
11月27日㈯・28日㈰　終日

　11月13日㈯・14日㈰、みすみフェスティバルに合わせて「石
正美術館まつり」を開催します。創作教室のほか、今年も全
国各地からやってくる大道芸人と地元のパフォーマーの技と
心をお楽しみください（観覧無料）。
駐車場ではフリーマーケットを開催します。出店を希望す

る人は石正美術館までご連絡ください。
（先着40組・出展料無料）
主な催し　創作教室／しまね大道芸大
　会／フリーマーケット・バザー
主な出演者（予定）
　加藤みきお／ぐれっち／マーキィ／
　越前流音術／ピエロマン／バナナ屋
　本舗／るみ子とみきお／似顔絵マイ
　スター／島根県立大学大道芸部ほか
※　出演時間や詳しい内容は、石正美
術館までお問い合わせください。

問い合わせ先　石正美術館（☎�４３８８）

有

料

広

告

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

企
画
展
「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
」

の
お
知
ら
せ

◎石正美術館まつりのお知らせ
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現
在
開
催
中
の
『
ト
リ
ッ
ク
ア
ー

ト
展
』
は
、
一
風
変
わ
っ
た
展
覧
会

で
す
。
平
行
に
描
か
れ
て
い
る
絵
が

ゆ
が
ん
で
見
え
た
り
、
見
方
に
よ
っ

て
絵
が
変
化
す
る
な
ど
、
人
の
目
の

錯
覚
を
巧
み
に
利
用
し
て
、
不
思
議

な
感
覚
を
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
展

覧
会
で
す
。
本
展
で
は
46
点
の
不
思

議
作
品
が
登
場
し
て
い
ま
す
。

ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
は
、通
常
の
絵

画
作
品
と
は
違
い
、楽
し
み
方
も
少

し
違
っ
て
い
ま
す
。大
き
な
違
い
は
、

触
っ
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
点
で

す
。
本
当
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

な
？
な
ど
、作
品
に
疑
問
を
感
じ
た

ら
触
っ
て
確
か
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
た
写
真
を
撮
っ
て
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
の
も
特
徴
で
す
。
絵
に
合

わ
せ
て
て
ポ
ー
ズ
を
取
っ
た
り
、
見

る
角
度
を
考
え
な
が
ら
写
真
を
撮
影

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
写
真
に
撮
る
と

よ
り
立
体
的
に
な
る
の
で
、
き
っ
と

ユ
ニ
ー
ク
な
写
真
が
で
き
あ
が
る
こ

と
間
違
い
な
し
で
す
。

　

左
の
写
真
は
、
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
に
女
の
人
が
危
う
く
食
べ
ら

れ
そ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
よ
。
迫
力

満
点
の
こ
の
作
品
、
一
体
ど
ん
な
仕

掛
け
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
？

会
場
で
そ
の
秘
密
を
確
か
め
て
く
だ

さ
い
ね
。

家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し
む
こ
と
の
で

き
る
展
覧
会
で
す
。
多
数
の
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※　

カ
メ
ラ
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

会
期　
11
月
23
日
㈷
ま
で

観
覧
料

一
般　

８
０
０
円

（
高
校
生
以
上
）

小
中　

３
０
０
円

※　

美
術
館
の
年
間

パ
ス
ポ
ー
ト
・
各

種
割
引
制
度
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

※　

時
間
は
、
い
ず
れ
の
活
動
も
午

後
１
時
～
４
時
。
参
加
受
付
は
、

当
日
午
後
３
時
30
分
ま
で
に
１
階

創
作
室
に
て
。

■
国
際
交
流
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

《
フ
ラ
ン
ス
の
風
》

フ
ラ
ン
ス
の
先
生
を
招
い
て
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
す
る
よ
。
先
生
と

ア
ー
ト
に
挑
戦
し
よ
う
！

◎
11
月
３
日
㈷

●
参
加
費　
１
人
２
０
０
円

《
ギ
リ
シ
ア
の
風
》

ギ
リ
シ
ア
か
ら
先
生
が
初
来
館
！

ギ
リ
シ
ア
の
先
生
に
習
っ
て
、
ス
テ

キ
な
作
品
を
作
ろ
う
。

◎
11
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
２
０
０
円

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
ク
ッ
キ
ー
づ
く
り
》

ク
ッ
キ
ー
生
地
を
す
き
な
形
に

作
っ
て
焼
く
と
、
お
い
し
い
ク
ッ

キ
ー
の
出
来
上
が
り
！

◎
11
月
13
日
㈯
・
14
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
３
０
０
円

●
講
師　
渡
利
智
子
さ
ん

《
び
っ
く
り
貯
金
箱
》

入
れ
た
は
ず
の
お
金
が
消
え
ち
ゃ

う
？
不
思
議
な
貯
金
箱
を
作
る
よ
。

◎
11
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
２
０
０
円

《
マ
ジ
シ
ャ
ン
に
な
ろ
う
！
》

自
分
で
作
っ
て
手
品
を
し
て
み
よ

う
。
君
も
マ
ジ
シ
ャ
ン
だ
！

◎
11
月
23
日
㈷

●
参
加
費　
１
人
２
０
０
円

●
講
師　
梶
目
喜
美
江
さ
ん

※　

講
師
に
よ
る
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

も
見
ら
れ
ま
す
。

●
時
間　

午
後
１
時
～
・
３
時
～

《
パ
ン
づ
く
り
に
挑
戦
》

パ
ン
づ
く

り
名
人
の

渡
利
智
子

先
生
と
一

緒
に
作
ろ

う
！

◎
11
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰

●
時
間　

午
後
１
時
～
・
２
時
～
・

３
時
～

●
定
員　

各
回
先
着
25
人
程
度

●
参
加
費　

１
人
３
０
０
円

11
月
の
休
館
日

展
示
替　

24
日
㈬
～
26
日
㈮

月
曜
日　

29
日

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館
浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://hamada-kodomo.art.coocan.jp

有

料

広

告

vol.167

11
月
の
イ
ベ
ン
ト
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島
根
県
立
大
学
で
は
、
平
成
22
年

４
月
に
「
島
根
県
立
大
学
憲
章
」
を

策
定
し
た
こ
と
に
合
わ
せ
て
、
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
制
定
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
を

一
般
公
募
し
た
と
こ
ろ
、
全
国
か
ら

２
４
４
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、
大
阪
市

在
住
の
塩
﨑
あ
ゆ
美
さ
ん
の
作
品

「
オ
ロ
リ
ン
」
が
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

オ
ロ
リ
ン
の
今
後
の
活
躍
に
ご
期

待
く
だ
さ
い
！

北
京
で
過
ご
し
た
１
か
月
は
と
て

も
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

中
国
の
経
済
発
展
の
目
覚
ま
し
さ

を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

北
京
の
街
は
、
大
き
な
ビ
ル
が
立

ち
並
び
、
日
本
や
外
国
メ
ー
カ
ー
の

高
級
車
が
走
り
回
っ
て
い
ま
す
。
地

下
鉄
も
整
備
さ
れ
、
と
て
も
便
利
で

す
。
そ
の
反
面
、「
お
金
を
」
と
懇

願
し
て
い
る
老
人
や
少
年
は
街
を
歩

く
と
必
ず
目
に
す
る
光
景
で
、
貧
富

の
差
も
実
感
し
ま
し
た
。

多
く
の
外
国
人
留
学
生
が
必
死
に

中
国
語
を
学
ぶ
姿
も
印
象
的
で
し

た
。
中
国
が
今
後
の
世
界
経
済
の
重

要
な
位
置
を
示
す
こ
と
を
表
し
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、
将
来
の
そ
れ

ぞ
れ
の
国
を
担
う
若
者
・
学
生
は
今

必
死
に
勉
強
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

の
学
習
に
対
す
る
姿
勢
を
反
省
し
ま

し
た
。

海
外
で
過
ご
す
上
で
最
も
大
切
な

こ
と
は
、
相
手
の
文
化
を
受
け
入
れ

る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
い
く
ら
外
国
語
を
話
す
こ
と
が

で
き
て
も
、
相
手
の
文
化
を
知
ら
な

け
れ
ば
う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
こ
と
は
難
し
く
な
り
ま
す
。

海
外
で
１
か
月
過
ご
す
こ
と
で
、
国

際
人
に
少
し
は
近
づ
け
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。

異
文
化
理
解
研
修
と
は
？

ア
メ
リ
カ
・
ロ
シ
ア
・
中
国
・
韓

国
の
交
流
校
で
、
夏
休
み
を
利
用
し

て
、
約
１
か
月
に
渡
り
生
活
し
な
が

ら
、
語
学
や
文
化
を
集
中
的
に
学
習

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
本
学
の
特
徴

的
な
授
業
の
ひ
と
つ
で
す
。
今
年
度

は
合
計
１
０
６
人
の
学
生
が
参
加
し

ま
し
た
。

大
学
院
北
東
ア
ジ
ア
開
発
研
究
科

（
北
東
ア
ジ
ア
専
攻
・
地
域
開
発
政

策
専
攻
）
の
社
会
人
特
別
選
抜
試
験

を
実
施
し
ま
す
。
出
願
手
続
や
試
験

科
目
は
、
募
集
要
項
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

出
願
期
間　
12
月
１
日
㈬
～
９
日
㈭

選
抜
期
日　
12
月
18
日
㈯

問
い
合
せ
先　
教
務
学
生
課

（
☎
�
２
２
１
３
）

オロチの精を
モチーフにし
たマスコット
キャラクター

「オロリン」

↑居
き ょ

庸
よ う

関
か ん

長
ちょう

城
じょう

にて
（左が町田さん）

講座Ⅰ『石見に生きる～石見の元気人が話す』
①11月10日㈬
山村の豊かさを実現する自給的暮らし

②11月24日㈬
ふるさと再生と地域金融

③12月１日㈬
中山間地域と石見の未来像

いずれも、午後６時20分～７時50分

講座Ⅱ『日本語と日本語教育』
④12月８日㈬
日本語はどんな言語か

⑤12月15日㈬
外国語としての日本語の教え方－こそあど－

⑥12月22日㈬
外国語としての日本語の教え方－形容詞－

いずれも、午後６時20分～７時50分

講座Ⅲ『本と図書館のＷａｋｕ2（わくわく）ツアー』
⑦11月20日㈯
ハンナ・アレントと旅する二十世紀（第１回）

⑧12月４日㈯
ハンナ・アレントと旅する二十世紀（第２回）

⑨12月18日㈯
ラ・フォンテーヌの『寓話』から考える

いずれも、午後１時50分～３時20分

場所　講座Ⅰ・Ⅱ：県立大学講義・研究棟中講義室３
講座Ⅲ：県立大学メディアセンター多目的演習室

受講料　無料
申込方法　はがき・ＦＡＸ・メール又はホームペー
ジから申し込んでください。

申込み・問い合わせ先
交流研究課【〒697－0016　野原町2433－2（☎�
２２０１・▢ＦＡＸ�２２０８）】

Email:kokai@admin.u-shimane.ac.jp

vol.85
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://www-u.shimane.ac.jp

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
誕
生
し
ま
し
た
！

異
文
化
理
解
研
修
に
参
加
し
て

異
文
化
理
解
研
修
（
中
国
・
北

京
外
国
語
大
学
）
参
加
者

町
田 

沙
也
香
（
２
年
）

社
会
人
を
対
象
に
入
学
試
験
を

実
施
し
ま
す
（
大
学
院
）

公開講座のご案内
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日　
11
月
27
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

午
前
７
時
30
分
～（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所　
畳
ヶ
浦
入
口
付
近

清
掃
場
所　
畳
ヶ
浦
一
帯

※　

参
加
し
た
人
に
、
サ
ポ
ー
ト
通

貨
「
神
楽
」
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

対
価
と
し
て
進
呈
し
ま
す
。

問　
牛
尾
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
８
２

４
４
‐
９
４
２
９
）「
全
国
豊
か

な
海
作
り
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

市
民
１
０
０
０
人
の
会
」

㈶
国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

文
化
交
流
・
学
校
体
験
・
地
域
見
学
・

野
外
活
動
な
ど
の
体
験
を
通
し
て
、

お
互
い
の
理
解
や
交
流
を
深
め
、
国

際
性
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
実
施
す

る
海
外
派
遣
の
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

対
象　
小
学
校
３
年
生
～
高
校
３
年

生
ま
で
の
児
童
・
生
徒

日
程　
12
月
25
日
㈯
～
平
成
23
年
１

月
２
日
㈰　

７
～
８
日
間

派
遣
先　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
カ
ン

ボ
ジ
ア
・
サ
イ
パ
ン
・
フ
ィ
ジ
ー

参
加
費　
19
万
８
千
円
～
36
万
８
千

円
（
共
通
経
費
は
別
途
必
要
）

申
込
締
切
日　
11
月
８
日
㈪

※　

事
業
に
よ
り
体
験
内
容
・
対
象

年
齢
・
日
程
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
・
問　
㈶
国
際
青
少
年
研
修
協
会

（
☎
０
３-

６
４
５
９-

４
６
６

１
・
▢ＦＡＸ
０
３-

６
４
５
９-

４
６

３
３
） 

Em
ail: info@

kskk.or.jp 
http://w

w
w
.kskk.or.jp

演
題　
島
根
県
の
が
ん
外
来

講
師　
日
野
理
彦
さ
ん
（
浜
田
医
療

セ
ン
タ
ー
院
長
）

日　
11
月
17
日
㈬

午
後
５
時
30
分
～

場　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議

室
問　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
管
理
課

（
☎
�
０
５
０
５
）

今
年
の
５
月
に
開
講
し
た
「
電
話

相
談
員
養
成
講
座
」
前
期
講
座
の
中

か
ら
次
の
講
座
を
公
開
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

日　
11
月
20
日
㈯

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　
い
わ
み
ー
る
１
０
１
研
修
室

演
題　
子
ど
も
の
虐
待
と
親
の
育
児

不
安

講
師　
鈴
宮
寛
子
さ
ん
（
島
根
県
県

央
保
健
所
所
長
）

料　
無
料

問　
島
根
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

（
☎
０
８
５
２
�
５
９
８
５
・
▢ＦＡＸ

０
８
５
２
�
５
９
８
６
）

E
m
a
il:s-in

o
ch

i@
sm

ile.o
cn

.
ne.jp第

４
回
「
冠
婚
葬
祭
と
の
し
袋
・

今
昔
（
和
服
の
ふ
る
ま
い
）」
を
開

催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
和
服
で
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対
象　
ど
な
た
で
も

日　
11
月
21
日
㈰

午
前
10
時
30
分
～
正
午

場　
浜
田
公
民
館

作
法
講
師　
宮
川
幸
子
さ
ん

料　
無
料

申
込
締
切
日　
11
月
17
日
㈬

申
込
方
法　
直
接
、
又
は
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
公
民
館

（
☎
�
９
３
５
８
）

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

まちかど伝言板
募
　

集

ふ
れ
あ
い
環
境
助
成
事
業

海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

冬
休
み
海
外
派
遣
参
加
者

第
19
回
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

が
ん
市
民
公
開
講
座

教
室
・
講
座

島
根
い
の
ち
の
電
話

公
開
講
座

魅
力
学
講
座

有

料

広

告
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交
通
安
全
に
つ
い
て
復
習
し
て
み

ま
せ
ん
か
？
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も

楽
し
く
学
べ
る
「
ご
長
寿
交
通
安
全

号
」
で
学
習
し
ま
し
ょ
う
。

対
象　
ど
な
た
で
も

日　
11
月
29
日
㈪

午
後
２
時
～
４
時

場　
浜
田
公
民
館

指
導　
浜
田
警
察
署
交
通
課
・
浜
田

警
察
署
西
交
番
・
市
交
通
安
全
協

会
・
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会

問　
浜
田
公
民
館
（
☎
�
９
３
５
８
）

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
・
問　
浜
田
公
民
館

（
☎
�
９
３
５
８
）

浜
田
公
民
館
で
は
広
島
平
和
記
念

資
料
館
へ
の
研
修
旅
行
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
事
前
学
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

対
象　
ど
な
た
で
も

日　
12
月
２
日
㈭

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　
浜
田
公
民
館

講
師　
被
爆
者
協
議
会

申
込
方
法　
直
接
、
又
は
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

12
月
14
日
㈫
に
現
地
研
修
旅
行

（
広
島
市
）を
計
画
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、『
広
報
は
ま
だ
』12
月

か
ず
ら
編
み
を
し
て
か
ら
、
手
作

り
の
フ
エ
ル
ト
玉
な
ど
で
飾
り
付
け

る
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
。
江
津

市
で
綿
花
栽
培
や
綿
を
使
っ
た
小
物

作
り
な
ど
で
活
動
し
て
い
る
「
わ
た

の
里
も
こ
も
こ
」
の
皆
さ
ん
が
ゆ
っ

く
り
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。
自

分
で
作
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
リ
ー
ス

を
飾
り
ま
せ
ん
か
？

日　
12
月
５
日
㈰

午
後
１
時
～
３
時

場　
ア
ク
ア
ス
観
光
情
報
コ
ー
ナ
ー

ロ
ビ
ー
（
ア
ク
ア
ス
入
口
横
）

定　
先
着
20
人

料　
１
、
５
０
０
円

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

動
き
や
す
い
服
装
で
、
軍
手
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
石
見
海
浜
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
３
６
０
０
）

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属
看
護
学

校
で
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
も
兼
ね
て

学
校
祭
を
開
催
し
ま
す
。

１
日
目
は
、ESPER

A
N
ZA

（
エ

ス
ペ
ラ
ン
サ
）
に
よ
る
音
楽
を
交
え

た
講
演
会
を
開
催
し
、
２
日
目
は
、

神
楽
・
各
種
イ
ベ
ン
ト
・
模
擬
店
・

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す
。

多
数
の
皆
さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日　
11
月
２
日
㈫
・
３
日
㈷

午
後
１
時
30
分
～
（
３
日
㈷
は
午

前
10
時
～
午
後
３
時
）

場　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属
看
護

学
校

問　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属
看
護

学
校
（
☎
�
７
７
８
８
）

激
動
の
幕
末
に
お
い
て
、
苦
悩
す

る
浜
田
藩
の
姿
を
追
い
な
が
ら
、
戦

い
の
中
で
藩
士
た
ち
が
、
ど
の
よ
う

に
行
動
し
た
の
か
を
具
体
的
に
示

し
、改
め
て
問
い
直
す
講
演
会
で
す
。

多
数
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日　
11
月
６
日
㈯

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　
石
見
公
民
館

演
題　
幕
末
の
浜
田
藩
と
幕
長
戦
争

講
師　
神
山
典
之
さ
ん
（
浜
田
市
資

料
館
運
営
協
議
会
委
員
）

料　
無
料

問　
浜
田
郷
土
資
料
館

（
☎
�
６
４
５
３
）

県
内
企
業
の
採
用
担
当
者
が
会
社

概
要
や
採
用
計
画
な
ど
を
情
報
提
供

す
る
企
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　
平
成
24
年
３
月
卒
業
予
定
の

学
生
を
は
じ
め
、
島
根
又
は
鳥
取

で
就
職
を
希
望
す
る
人

「
と
っ
と
り
・
し
ま
ね
企
業
ガ
イ
ダ

ン
ス
」【
広
島
会
場
】

日　
11
月
６
日
㈯

午
後
１
時
～
４
時

場　

基
町
ク
レ
ド
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ク
レ
ド

ホ
ー
ル
（
広
島
市
中
区
）

「
し
ま
ね
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
秋

期
）」【
松
江
会
場
】

日　
11
月
28
日
㈰

午
後
１
時
～
４
時
30
分

場　
く
に
び
き
メ
ッ
セ
（
松
江
市
）

参
加
企
業　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

交
通
安
全
体
験
学
習

人
権
勉
強
会

平
和
学
習

石
見
海
浜
公
園
ク
ラ
フ
ト
教
室

～
フ
エ
ル
ト
玉
と

か
ず
ら
編
み
で
作
る

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
～

講
演
会
・
イ
ベ
ン
ト

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属

看
護
学
校
学
校
祭

市
文
化
財
愛
護
会

文
化
講
演
会

と
っ
と
り
・
し
ま
ね
企
業

ガ
イ
ダ
ン
ス

し
ま
ね
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
秋
期
）

有

料

広

告
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の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
順
次
掲
載
し

ま
す
。

http://w
w
w
.jobcafe-shim

ane.
jp/問　

㈶
ふ
る
さ
と
島
根
定
住
財
団

（
☎
０
８
５
２
�
０
６
９
４
）

一
般
の
茶
会
で
す
。
初
心
者
で
も

気
軽
に
お
茶
を
楽
し
め
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

日　
11
月
７
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
展
示
ホ
ー
ル

料　
１
、
０
０
０
円

問　
表
千
家
浜
田
地
区
同
好
会

大
坪
さ
ん
（
☎
�
０
７
９
９
）

「
だ
れ
も
が
住
み
慣
れ
た
町
・
住

み
慣
れ
た
家
で
い
つ
ま
で
も
、
こ
こ

ろ
“
豊
か
”
に
暮
ら
せ
る
地
域
社
会

の
実
現
を
め
ざ
し
て
！
」
を
テ
ー
マ

に
福
祉
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
１

人
で
も
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
11
月
７
日
㈰

受
付　
午
後
１
時
～

講
演　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　
い
わ
み
ー
る

演
題　
世
界
を
ま
ほ
ろ
ば
に

講
師　
安
田
暎え

い

胤い
ん

さ
ん
【
法
相
宗
大

本
山
薬
師
寺
長
老
（
奈
良
県
）】

定　
２
０
０
人

料　
無
料

問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
と
ぽ
っ
ぽ

（
☎
�
０
１
６
０
）

日
ご
ろ
の
生
活
習
慣
を
少
し
見
直

す
だ
け
で
、
痛
み
を
軽
く
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ど
う
し
て
痛
く
な
る

の
か
を
理
解
し
て
、
健
康
な
身
体
を

手
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

日　
11
月
７
日
㈰　

午
後
１
時
～

場　
浜
田
公
民
館

定　
先
着
15
人

料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
河
野
さ
ん

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
７
１
２
０
）

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
取
り
入
れ
た

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
代
謝
ア
ッ
プ
を
図

り
ま
し
ょ
う
！

日　
11
月
14
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

午
前
10
時
～
正
午

場　
石
見
海
浜
公
園

講
師　
伊
藤
義
昭
さ
ん
（
日
本
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
公

認
マ
ス
タ
ー
ト
レ
ー
ナ
ー
）

定　
先
着
30
人

料　
無
料
（
ポ
ー
ル
の
レ
ン
タ
ル
料

５
０
０
円
）

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

動
き
や
す
い
服
装
で
、タ
オ
ル
・

飲
み
物
・
着
替
え
・
雨
具
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

問　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
２
２
３
１
）

地
元
特
産
品
の
販
売
、
公
民
館
や

各
種
団
体
の
展
示
、
ス
テ
ー
ジ
で
は

郷
土
色
豊
か
な
出
演
者
に
よ
る
楽
し

い
催
し
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
多

く
の
皆
さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日　
11
月
13
日
㈯
・
14
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
14
日
㈰

は
午
後
３
時
ま
で
）

場　
三
隅
中
央
公
園

問　
市
三
隅
支
所
産
業
課

（
☎
�
２
８
０
３
）

は
が
き
や
Ａ
３
サ
イ
ズ
の
紙
漉

き
、
植
物
染
料
に
よ
る
つ
け
染
め
体

験
の
ほ
か
、
和
紙
製
品
・
こ
ろ
こ
ろ

星
（
和
紙
ス
ト
ラ
ッ
プ
）
作
り
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

日　
11
月
13
日
㈯
・
14
日
㈰
（
み
す

み
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
日
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

場　
石
州
和
紙
会
館
工
房

料　
は
が
き
判
（
２
枚
）
２
５
０
円

Ａ
３
判　

（
１
枚
）
６
０
０
円

つ
け
染
め
（
１
枚
）
５
０
０
円

こ
ろ
こ
ろ
星
（
和
紙
ス
ト
ラ
ッ

プ
）　
　
　
　
　
　

２
５
０
円

※　

入
館
は
無
料
で
、
申
込
み
は
い

り
ま
せ
ん
。

問　
石
州
和
紙
会
館

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
４
１
７
０
）

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

市
文
化
祭
協
賛
行
事

表
千
家
秋
の
茶
会

福
祉
講
演
会

痛
く
な
ら
な
い
身
体
づ
く
り

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

み
す
み
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

重
要
無
形
文
化
財
石
州
半
紙

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

紙
漉す

き
・
つ
け
染
め
・

も
の
づ
く
り
体
験

有

料

広

告
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百か
ら

両た
ち

金ば
な

・
万
両
・
お
も
と
・
つ
わ

ぶ
き
・
南
天
な
ど
山
野
草
２
０
０
鉢

余
り
を
展
示
し
ま
す
。
苗
の
頒
布
も

予
定
し
て
い
ま
す
。

日　
11
月
13
日
㈯
・
14
日
㈰
（
み
す

み
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
日
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
14
日
㈰

は
午
後
３
時
ま
で
）

場　
ア
ク
ア
み
す
み
（
み
す
み
中
央

公
園
内
）

問　
三
隅
植
物
愛
好
会　

三
浦
博
文

さ
ん
（
☎
�
１
９
０
６
）

農
林
産
物
の
品
評
会
、
即
売
会
各

種
団
体
に
よ
る
出
店
及
び
展
示
コ
ー

ナ
ー
、
ま
た
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

盲
導
犬
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、

石
見
神
楽
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
旭

最
大
の
催
し
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

日　
11
月
14
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

場　
市
役
所
旭
支
所
周
辺
・
市
民
体

育
館
・
旭
セ
ン
タ
ー
ほ
か

問　
市
旭
支
所
産
業
課
内
旭
ふ
る
里

ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
☎
�
１
４
３
６
）

浜
田
公
民
館
の
講
座
受
講
者
と
利

用
サ
ー
ク
ル
が
学
習
の
成
果
を
発

表
し
ま
す
。
フ
ラ
ダ
ン
ス
・
詩
吟
・

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
・
三
味
線
・
３
Ｂ

体
操
・
ピ
ア
ノ
演
奏
な
ど
盛
り
だ
く

さ
ん
で
す
。

対
象　
ど
な
た
で
も

日　
11
月
14
日
㈰

午
前
９
時
～
正
午

場　
浜
田
公
民
館

問　
浜
田
公
民
館
（
☎
�
９
３
５
８
）

県
内
の
体
操
競
技
を
志
す
小
・
中
・

高
校
生
が
一
同
に
会
し
、
技
と
力
と

美
し
さ
を
競
い
合
い
ま
す
。

日　
11
月
14
日
㈰

開
会
式　
午
前
９
時
20
分
～

競
技
開
始　
午
前
10
時
～

場　
県
立
体
育
館

問　
県
立
体
育
館
内
建
設
記
念
体
操

競
技
大
会
準
備
委
員
会

（
☎
�
１
２
０
１
）

素す

謡う
た
い

「
俊

し
ゅ
ん

寛か
ん

」「
綾

あ
や
の

鼓つ
づ
み

」
ほ
か
観

世
流
・
喜
多
流
・
宝
生
流
の
仕
舞
謡

曲
・
囃
子
の
上
演
及
び
そ
の
鑑
賞
会

で
す
。
多
数
の
皆
さ
ん
の
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
11
月
14
日
㈰　

午
前
10
時
～

場　
周
布
公
民
館

料　
無
料

問　
浜
田
謡
曲
連
合
会　

中
谷
さ
ん

（
☎
０
９
０-

３
８
８
９-

１
９

７
１
）

標
高
３
７
９
ｍ
の
山
頂
は
お
い
し

い
空
気
が
い
っ
ぱ
い
！
晩
秋
の
里
を

ゆ
っ
く
り
歩
き
ま
す
。

対
象　
ど
な
た
で
も

日　
11
月
17
日
㈬
（
雨
天
の
場
合
は

18
日
㈭
に
順
延
）

集
合
時
間　
午
前
９
時

集
合
場
所　
海
の
見
え
る
文
化
公
園

多
目
的
広
場
・
野
外
劇
場
（
市
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
隣
）

定　
先
着
50
人

料　
２
０
０
円

申
込
方
法　
直
接
、
又
は
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

弁
当
・
お
茶
・
お
や
つ
な
ど
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
公
民
館

（
☎
�
９
３
５
８
）

石
見
公
民
館
（
☎
�
１
３
８
０
）

児
童
・
生
徒
た
ち
の
が
ん
ば
る
姿

や
心
の
こ
も
っ
た
作
品
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
来
校
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
11
月
20
日
㈯

ス
テ
ー
ジ
発
表

午
前
９
時
５
分
～
正
午

作
品
展
示
・
販
売

午
後
12
時
30
分
～
２
時
20
分

場　
石
見
養
護
学
校

問　
石
見
養
護
学
校　

梅
田
さ
ん

（
☎
０
８
５
５
�
２
１
４
１
）

ス
ケ
ー
ト
教
室
生
徒
募
集

期
間　
11
月
～
平
成
23
年
４
月
の
毎

週
土
曜
日

○
初
級
者
ク
ラ
ス

午
前
10
時
～
11
時

○
中
級
者
ク
ラ
ス

午
前
11
時
～
正
午

料　
１
回
５
０
０
円
（
滑
走
料
・
貸

靴
料
が
必
要
で
す
。）

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

第
17
回
山
野
草
と

伝
統
園
芸
植
物
展

旭
ふ
る
里
ま
つ
り
２
０
１
０

浜
田
公
民
館
演
芸
の
つ
ど
い

第
33
回
県
立
体
育
館
建
設
記
念

島
根
県
体
操
競
技
大
会

市
文
化
祭
協
賛
行
事

浜
田
市
連
合
謡
曲
大
会

ふ
る
さ
と
の
山

三
階
山
に
登
ろ
う
！

石
見
養
護
学
校
文
化
祭

石
見
も
り
も
り
祭

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田
か
ら

有

料

広

告
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※　

初
回
の
み
保
険
料
５
０
０
円

申
込
方
法　
事
前
に
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ス
ケ
ー
ト
無
料
体
験
デ
ー

対
象　
幼
稚
園
・
保
育
所
（
園
）
児

童
日　
11
月
13
日
㈯
・
14
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
込
方
法　
事
前
に
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

初
め
て
の
人
で
も
安
心
な
イ
ス

ソ
リ
・
ス
ケ
ー
ト
ア
ー
ム
（
補
助

具
）
も
利
用
で
き
ま
す
（
30
分

１
０
０
円
）。

カ
ー
リ
ン
グ
体
験
し
ま
せ
ん
か
？

体
験
希
望
者
は
事
前
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

一
般
滑
走
で
き
な
い
日

日　
11
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰

男
女
混
成
の
カ
ー
リ
ン
グ
大
会

申
・
問　
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
１
３
０
０
）

今
年
も
、
万
灯
山
公
園
に
恒
例
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
ま
す
。

公
園
の
中
心
に
あ
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
ス

ギ
と
公
園
内
の
樹
木
に
１
、
９
０
０

球
の
電
球
を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、

浜
田
駅
か
ら
万
灯
山
公
園
に
続
く

道
路
沿
い
の
街
路
樹
50
本
に
も
、

２
０
、
０
０
０
球
の
色
鮮
や
か
な
Ｌ

Ｅ
Ｄ
球
を
設
置
し
、
浜
田
の
夜
の
に

ぎ
わ
い
を
演
出
し
ま
す
。

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
初
日
の

11
月
21
日
㈰
に
は
、
万
灯
山
公
園
で

第
14
回
目
を
迎
え
る
点
灯
式
を
開
催

し
ま
す
。

点
灯
式
で
は
市
民
参
加
型
の
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
や
、
市
内
合
唱
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
、
ぜ
ん
ざ
い
の

配
食
な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式

日　
11
月
21
日
㈰

午
後
６
時
～
７
時
（
小
雨
決
行
）

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
期
間

日　
11
月
21
日
㈰
～
平
成
23
年
１
月

14
日
㈮

午
後
５
時
～
10
時

※　

万
灯
山
公
園
に
は
駐
車
場
が
あ

り
ま
せ
ん
。
車
で
来
ら
れ
る
場
合

は
、
市
営
駐
車
場
（
30
分
無
料
）

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
本
庁
建
設
企
画
課

（
☎
内
線
５
７
２
）

益
田
市
の
七
尾
城
周
辺
で
益
田
氏

の
史
跡
を
訪
ね
散
策
を
し
ま
す
。
三

隅
氏
は
本
当
に
益
田
氏
の
館
近
く
を

通
り
、
稲い

な

積づ
み

城
へ
兵
糧
を
運
ん
だ
の

か
？
益
田
藤
兼
の
墓
は
本
当
か
？
時

石
見
智
翠
館
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

で
は
、
吹
奏
楽
を
し
て
い
る
人
な
ら

誰
も
が
憧
れ
る
全
国
大
会「
普
門
館
」

へ
の
出
場
が
決
定
し
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
聴
衆
の
皆
さ
ん
に
楽

し
ん
で
も
ら
い
、
感
動
し
て
も
ら
え

る
よ
う
な
演
奏
が
で
き
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
定
期
演
奏

会
で
は
日
ご
ろ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

込
め
て
演
奏
し
ま
す
の
で
、
ど
う
か

楽
し
ん
で
聴
い
て
く
だ
さ
い
。

日　
11
月
23
日
㈷

開
演　
午
後
２
時

場
所　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

ゲ
ス
ト
出
演　
み
な
と
保
育
園
マ
ー

チ
ン
グ
・
ク
ラ
ブ

料　
７
０
０
円

問　
石
見
智
翠
館
高
等
学
校
吹
奏
楽

部　

田
中
さ
ん
・
田
儀
さ
ん

（
☎
０
８
５
５
�
２
４
５
７
）

浜
田
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ
で
は
、
ギ

タ
ー
好
き
な
仲
間
が
集
い
、
毎
年
こ

の
時
期
に
「Late fall 

ギ
タ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
」
と
銘
打
っ
て
、
さ
さ
や

か
な
手
づ
く
り
の
ギ
タ
ー
演
奏
会
を

開
い
て
い
ま
す
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
は

じ
め
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
曲
を
ギ

タ
ー
な
ど
の
生
演
奏
で
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

日　
11
月
27
日
㈯

午
後
６
時
～

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

料　
無
料
（
コ
ー
ヒ
ー
代
な
ど
実
費

５
０
０
円
）

問　
浜
田
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ

三
浦
さ
ん
（
☎
�
３
３
６
９
）

日
本
刀
は
世
界
に
比
類
な
い
我
が

国
の
誇
る
鉄
の
美
術
品
で
あ
り
、
貴

重
な
文
化
財
で
も
あ
り
ま
す
。

地
方
で
は
な
か
な
か
見
る
こ
と
の

で
き
な
い
名
品
を
手
に
持
っ
て
観
賞

す
れ
ば
、
刀
の
素
晴
ら
し
さ
が
伝

わ
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
気
軽
に

空
を
越
え
た
中
世
の
ミ
ス
テ
リ
ー
旅

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日　
11
月
21
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

集
合
時
間　
午
前
９
時

※　

自
動
車
で
移
動
し
、
午
後
２
時

30
分
ご
ろ
ま
で
散
策
し
ま
す
。

集
合
場
所　
ゆ
う
ひ
パ
ー
ク
三
隅

料　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問　
下
村
さ
ん　

午
後
５
時
以
降

（
☎
０
９
０-

７
５
０
０-

９
６

３
７
）

参
加
し
て
、
鑑
賞
会
の
雰
囲
気
を
味

わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
会
員
の
募
集
も
し
て
い
ま

す
。
マ
ナ
ー
を
守
れ
る
人
な
ら
老
若

男
女
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
気
軽
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日　
11
月
27
日
㈯

午
後
１
時
～
４
時

場　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田
和
室

料　
２
、
０
０
０
円

問　
石
州
刀
剣
会　

中
野
宅
吉
さ
ん

（
☎
�
５
９
４
９
）

家
族
の
思
い
や
気
持
ち
を
自
由
に

語
り
合
え
る
場
で
す
。
自
死
遺
族
だ

け
で
運
営
し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　
11
月
27
日
㈯　

午
後
２
時
～

場　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問　
し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

事
務
局
（
☎
０
９
０-

４
６
９
２

-

５
９
６
０
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

万
灯
山
公
園

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式

第
１
０
５
回
ふ
る
さ
と

歴
史
紀
行

石
見
智ち

翠す
い

館か
ん

高
等
学
校

吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

２
０
１
０ Late fall

ギ
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

（
第
14
回
定
期
演
奏
会
）

石
州
刀
剣
会
観
賞
会

大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り

亡
く
さ
れ
た
あ
な
た
へ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹
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今
年
度
も
盛
り
だ
く
さ
ん
の
企
画
。

午
前
中
は
学
習
発
表
会
・
作
品
展

示
・
作
業
学
習
製
品
の
販
売
（
水
産

加
工
品
・
木
工
製
品
・
手
芸
品
・
陶

芸
品
・
野
菜
・
軽
食
な
ど
）・
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
催
し
物
・
遊
び
の
広
場
・
作
業

所
で
作
ら
れ
た
製
品
の
販
売
な
ど
、

さ
ら
に
、午
後
か
ら
は「
は
ま
よ
う
神

楽
社
中
」に
よ
る
石
見
神
楽「
大
蛇
」

の
上
演
な
ど
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

多
数
の
ご
来
校
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

日　
11
月
27
日
㈯

午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

場　
浜
田
養
護
学
校

問　
浜
田
養
護
学
校
ま
つ
り
担
当

（
☎
�
２
２
０
０
）

一
人
ひ
と
り
の
世
界
が
作
品
の
中

に
広
が
る
山
光
会
会
員
の
年
間
代
表

作
（
大
作
）・
研
究
作
（
小
品
）
の

絵
画
展
示
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
11
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
28
日
㈰

は
午
後
４
時
ま
で
）

場　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

今
年
も
晩
秋
の
弥
栄
で「
食
べ
る
・

触
る
・
嗅
ぐ
・
聞
く
・
見
る
」
の
五

感
を
使
っ
て
里
山
の
素
晴
ら
し
さ
、

大
切
さ
を
感
じ
な
が
ら
、
資
源
の
循

環
、
環
境
に
つ
い
て
考
え
る
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。

炭
焼
き
・
薪
割
り
・
竹
割
り
体
験

の
ほ
か
、
弥
栄
う
ま
い
も
の
七
輪
焼

き
・
弥
栄
う
ま
い
も
の
販
売
・
山
の

大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
る
パ
ネ
ル
展

示
な
ど
弥
栄
で
里
山
の
素
晴
ら
し
さ

を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

多
数
の
皆
さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日　
11
月
27
日
㈯

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
弥
栄
ふ
る
さ
と
体
験
村

問　
や
さ
か
郷
づ
く
り
事
務
所

（
☎
�
２
５
１
２
）

ふ
る
さ
と
史
跡
ウ
ォ
ー
ク
の
会
で

は
、
浜
田
城
跡
の
登
城
路
や
城
郭
の

石
垣
辺
路
と
柿
本
人
麻
呂
ゆ
か
り
の

人
丸
石
碑
の
お
堂
を
訪
ね
る
散
策
会

を
行
い
ま
す
。

日　
11
月
28
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

午
前
９
時
～
正
午

集
合
場
所　
城
山
公
園
案
内
板
前

料　
３
０
０
円
（
資
料
代
）

申
・
問　
島
根
県
観
光
連
盟
ふ
る
さ

と
案
内
人　

古
谷
さ
ん

（
☎
�
８
１
３
５
）

認
知
症
に
な
っ
た
ら
と
心
配
し
て

い
る
人
。
大
切
な
家
族
が
認
知
症

で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
る
人
。

も
っ
と
認
知
症
を
知
り
た
い
と
思
っ

て
い
る
人
。
そ
し
て
、
今
、
認
知
症

介
護
で
日
々
大
変
な
思
い
を
し
て
い

る
人
。
講
演
会
に
合
わ
せ
、
介
護
家

族
の
体
験
発
表
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日　
11
月
28
日
㈰

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　
み
ど
り
か
い
か
ん

演
題　
『
ぼ
け
』
た
っ
て
い
い
よ
～

認
知
症
に
な
ら
な
い
方
法
を
教
え

ま
す
～

講
師　
早
川
一
光
さ
ん
（
幸
・
人
間

研
究
所
所
長
、堀
川
病
院
元
院
長
、

“
ぼ
け
の
先
生
”
と
呼
ば
れ
て
30

年
「
家
族
の
会
」
顧
問
）

※　

個
別
相
談
も
行
い
ま
す
。
事
前

に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

島
根
県
支
部

（
☎
０
８
５
３
�
０
７
１
７
）

地
域
の
み
ん
な
が
元
気
で
長
生
き

す
る
た
め
に
、
身
近
な
場
所
で
サ
ロ

ン
が
少
し
ず
つ
増
え
て
い
ま
す
。
サ

ロ
ン
の
運
営
の
工
夫
や
、
集
い
の
行

事
な
ど
の
情
報
交
換
、
活
動
発
表
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
講
演
で
は
、
サ

ロ
ン
が
長
続
き
す
る
秘
訣
、
サ
ロ
ン

に
参
加
す
る
メ
リ
ッ
ト
な
ど
も
お
伝

え
し
ま
す
。

日　
11
月
30
日
㈫　

午
後
１
時
～

場　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

演
題　
介
護
予
防
が
地
域
を
変
え
る

講
師　
林
政
彦
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

日
本
介
護
予
防
協
会
介
護
予
防
指

導
士
）

サ
ロ
ン
の
活
動
発
表
を
募
集
し
ま
す

申
込
み
・
様
式
な
ど
に
つ
い
て
詳

し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
11
月
10
日
㈬

申
・
問　
市
社
会
福
祉
協
議
会

向
原
さ
ん
（
☎
�
０
０
９
４
）

「
ロ
ボ
ッ
ト
と
美
術
～
機
械
×
身
体

の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
イ
メ
ー
ジ
～
」

美
術
か
ら
プ
ラ
モ
デ
ル
、ア
ニ
メ
、

そ
し
て
最
新
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
ま
で
、

様
々
な
ロ
ボ
ッ
ト
が
一
堂
に
！

ロ
ボ
ッ
ト
と
美
術
と
の
か
か
わ
り

の
歴
史
を
紹
介
し
な
が
ら
、芸
術
と

科
学
技
術
、エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
、

そ
し
て
私
た
ち
の
身
体
観
の
結
び
つ

き
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
展
覧

会
で
す
。

日　
11
月
20
日
㈯
～
平
成
23
年
１
月

10
日
㈷

午
前
10
時
～
午
後
６
時
30
分

（
展
示
室
へ
の
入
場
は
午
後
６
時

ま
で
）

休
館
日　
毎
週
火
曜
日
（
11
月
23
日

㈷
を
除
く
）・
11
月
24
日
㈬
・
12
月

28
日
㈫
～
平
成
23
年
１
月
１
日
㈷

シ
ョ
パ
ン
生
誕
２
０
０
年
記
念
「
小

山
実
稚
恵
デ
ビ
ュ
ー
25
周
年
記
念
ピ

ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル
」

シ
ョ
パ
ン
、
浪
漫
の
響
き
。

日
本
を
代
表
す
る
ピ
ア
ニ
ス

ト
、
小
山
実
稚
恵
が
シ
ョ
パ
ン
生
誕

２
０
０
年
記
念
の
年
に
、
豊
艶
な
音

色
で
奏
で
る
オ
ー
ル
・
シ
ョ
パ
ン
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
。

料　
無
料

問　
東
光
会
山
陰
支
部
山
光
会
（
石

見
部
）　

中
木
さ
ん

（
☎
０
８
５
５
�
０
４
９
２
）

浜
田
養
護
学
校

は
ま
よ
う
ま
つ
り

市
文
化
祭
協
賛
行
事

山
光
会（
石
見
地
区
）展
覧
会

弥
栄
よ
ば
れ
ん
祭

市
文
化
祭
協
賛
行
事

第
41
回
ふ
る
さ
と
史
跡

ウ
ォ
ー
ク

認
知
症
と
共
に
歩
む

地
域
交
流
会

浜
田
市
サ
ロ
ン
交
流
会

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り
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日　
11
月
21
日
㈰

開
場　
午
後
１
時
30
分
～

開
演　
午
後
２
時
～

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー
ル

料　
全
席
指
定　

２
、
８
０
０
円

※　

無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し

ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
11
月
14

日
㈰
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

※　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
・
問　

島
根
県
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー
「
グ
ラ
ン
ト
ワ
」

（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
）

http://w
w
w
.grandtoit.jp/

ア
ク
ア
ス
10
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

魚
が
か
く
れ
ん
ぼ
！
数
あ
て
ク
イ
ズ

11
月
１
日
は
計
量
の
日
。
水
槽
の

魚
の
数
を
当
て
て
み
よ
う
。
か
く
れ

ん
ぼ
が
上
手
な
魚
が
い
く
つ
い
る
か

な
？
期
間
中
に
は
毎
日
１
回
、
答
え

合
わ
せ
を
し
ま
す
。
正
解
者
に
は
、

10
周
年
記
念
オ
リ
ジ
ナ
ル
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
進
呈
！

日　
11
月
３
日
㈷
～
８
日
㈪

10
周
年
記
念
秋
の
特
別
展

ア
ク
ア
ス
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル

～
10
年
間
を
旅
し
よ
う
～

こ
の
10
年
間
に
ア
ク
ア
ス
を
は
じ

め
、
島
根
の
海
に
や
っ
て
き
た
魚
た

ち
！
飼
育
に
挑
戦
し
た
生
き
物
、
常

連
さ
ん
か
ら
予
想
外
の
生
き
物
ま

で
、
ス
タ
ッ
フ
驚
き
の
ハ
プ
ニ
ン
グ

も
併
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

日　
11
月
３
日
㈷
～
平
成
23
年
１
月

10
日
㈷

日
曜
講
座

ペ
ン
ギ
ン
の
お
も
ち
ゃ
づ
く
り

と
こ
と
こ
歩
く
ペ
ン
ギ
ン
の
お
も

ち
ゃ
を
作
っ
て
遊
ぼ
う
！

対
象　
ど
な
た
で
も

日　
11
月
７
日
㈰

午
前
10
時
～
正
午

定　
先
着
30
人

料　
無
料

海
の
生
き
物
教
室

ち
り
め
ん
の
中
の
不
思
議
を
探
せ

ち
り
め
ん
の
中
に
潜
む
不
思
議
な

生
き
物
を
探
し
て
み
よ
う
。

対
象　
ど
な
た
で
も

日　
11
月
14
日
㈰

午
前
10
時
～
正
午

定　
先
着
30
人

料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

申
し
込
め
ま
す
。

http://w
w
w
.aquas.or.jp/

申　
学
習
交
流
係
（
☎
�
３
６
１
４
）

11
月
の
神
楽
情
報
（
雨
天
中
止
）

日　
７
日
㈰　

大
都
神
楽
団

14
日
㈰　

波
子
神
楽
社
中

21
日
㈰　

周
布
青
少
年
保
存
会

※　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
３
時

場　
ア
ク
ア
ス
横
は
っ
し
ー
広
場
ス

テ
ー
ジ

問　
石
央
マ
リ
ン
開
発

（
☎
�
３
３
８
８
）

お
知
ら
せ

シ
ロ
イ
ル
カ
・
ア
ー
リ
ャ
の
赤

ち
ゃ
ん
を
一
般
公
開
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
シ
ロ
イ
ル
カ
の
赤

ち
ゃ
ん
の
飼
育
を
優
先
す
る
た
め
、

当
面
の
間
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
休

止
し
ま
す
。
撮
影
も
で
き
ま
せ
ん
。

シ
ロ
イ
ル
カ
の
体
調
に
よ
っ
て
は
、

公
開
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

「
浜
田
川
を
か
わ
い
が
ろ
う
会
」

で
は
、
浜
田
川
の
美
化
活
動
、
文
化
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、
教
育
・

啓
発
活
動
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
、
意
見

交
換
な
ど
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

次
の
日
程
で
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日　
12
月
５
日
㈰

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
研
修
室

演
題　
浜
田
川
の
流
域
と
そ
の
地
質

講
師　
桑
田
龍
三
さ
ん

料　
無
料

※　

講
演
会
終
了
後
、
浜
田
川
に
つ

い
て
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

問　
浜
田
川
を
か
わ
い
が
ろ
う
会

大
橋
さ
ん
（
☎
�
０
６
３
５
）

県
西
部
視
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン

タ
ー
は
、
視
聴
覚
障
が
い
を
持
つ
人

へ
の
情
報
提
供
施
設
と
し
て
、
平
成

12
年
４
月
の
開
設
か
ら
10
周
年
を
迎

え
、
記
念
事
業
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
表
彰
に
合
わ
せ
、
字
幕
・
副
音
声

付
き
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
映
画
の
上
映

会
を
開
催
し
ま
す
。

多
数
の
皆
さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日　
12
月
５
日
㈰

上
映
時
間　
①
午
後
１
時
～
４
時

②
午
後
５
時
～
７
時
10
分

上
映
映
画　
「
デ
ィ
ア
・
ド
ク
タ
ー
」

（
字
幕
・
副
音
声
付
き
）

場　
い
わ
み
ー
る
体
育
室

料　
無
料

問　
県
西
部
視
聴
覚
障
害
者
情
報
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
９
３
３
４
）

大
学
・
短
大
・
高
専
・
専
修
学
校

な
ど
へ
進
学
し
て
い
る
学
生
の
保
護

者
の
皆
さ
ん
！
平
成
24
年
３
月
卒
業

予
定
の
学
生
の
就
職
活
動
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

県
内
企
業
の
情
報
や
採
用
計
画
・

就
職
面
接
会
の
開
催
案
内
な
ど
を
い

ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ
し
ま
せ
ん
か
？

さ
ら
に
、
し
ま
ね
学
生
人
材
バ
ン

ク
「
ア
ド
バ
ン
ス
」
に
登
録
す
る
と
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
専
攻
分
野
・
自

己
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
公
開
す
る
こ
と
が
で

き
、
企
業
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
期

待
で
き
ま
す
。
登
録
、
情
報
入
手
は

す
べ
て
無
料
で
す
。

問　
㈶
ふ
る
さ
と
島
根
定
住
財
団

（
☎
０
１
２
０-

６
７-

４
５
１

０
）

訂
正『

広
報
は
ま
だ
』
10
月
号
の
41

ペ
ー
ジ
に
、
次
の
と
お
り
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
し
て
お

詫
び
し
ま
す
。

石
見
川
柳
句
会　
開
催
日

誤　

11
月
14
日
㈰

正　
11
月
６
日
㈯

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
㉘
３
９
０
０
）

浜
田
川
に
つ
い
て

考
え
よ
う
！

視
聴
覚
セ
ン
タ
ー

10
周
年
記
念

バ
リ
ア
フ
リ
ー
映
画
上
映
会

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

し
ま
ね
学
生
登
録
制
度
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平成23年５月31日までに
全世帯義務化

住宅用火災警報器の設置を!
マイバッグ持参運動展開中

世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,728 20,543 23,137 43,680
金 城 1,913 2,301 2,504 4,805

旭 1,432 1,552 1,684 3,236
弥 栄 722 731 811 1,542
三 隅 2,867 3,215 3,612 6,827
合 計 26,662 28,342 31,748 60,090

周布平野と日本海を見下ろす標高約31ｍの丘陵地に造られた前
ぜ ん

方
ぽ う

後
こ う

円
え ん

墳
ふ ん

で、昔
から「瓢

ひさご

塚
づ か

」「おんぐろ」などと呼ばれていた。現在は前方部などが削られて全
長約65ｍを測るが、平成15年の発掘調査により、復元全長約74ｍ、後円部高さ約7.8
ｍで、古墳の周囲には幅約７ｍの周溝が巡ることを確認している。古墳の斜面に
は拳

こぶし

大
だ い

の葺
ふ き

石
い し

と埴
は に

輪
わ

が見られ、古墳時代中期前半（５世紀前半ごろ）に造られた
と考えられる。
周布古墳は石見中央部最大の前方後円墳であり、石見地域の古墳時代を考える

上で重要であるとともに、ヤマト政権とのつながりの中で築造された古墳として、
歴史的意義は大きい。

わがまち 再発見！

人　口（９月末現在）

（単位：人）

（国指定史跡）

周
す

布
ふ

古
こ

墳
ふん


